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令和５年度
山形市社会福祉事業団　事業報告書

Ⅰ　事　　務　　局
　⑴　理事会の開催
　　　事業団定款に基づき、下記のとおり理事会を開催した。
　　①　第２０５回理事会（５月１０日）��山形市役所
　　　（報告事項）
　　　・給食調理業務の委託契約の締結について
　　　（審議事項）
　　　・令和４年度事業報告について
　　　・令和４年度決算の承認について
　　　・次期役員候補者について
　　　・評議員会の招集について
　　②　第２０６回理事会（５月２５日）��山形市役所
　　　・理事長、副理事長及び常務理事の選定について
　　③　第２０７回理事会（１０月２５日）��山形市役所
　　　（報告事項）
　　　・事業団の業務執行状況について
　　　（審議事項）
　　　・令和５年度補正予算について
　　　・職員の給与等に関する規程の一部改正について
　　　・契約職員就業規則の一部改正について
　　　・職員被服貸与規程の一部改正について
　　　・指定通所介護事業所山形市銅町デイサービスセンター運営規程の一部改正について
　　　・�指定通所介護事業所山形市銅町デイサービスセンター山形市介護予防・日常生活支援総

合事業における通所型サービス（従前相当）運営規程の一部改正について
　　　・評議員候補者の推薦について
　　　・評議員選任・解任委員の選任について
　　　・苦情解決規程に基づく第三者委員の選任について
　　　・評議員会の招集について
　　④　第２０８回理事会（３月１３日）��山形市役所
　　　（報告事項）
　　　・理事長及び常務理事の職務執行状況について
　　　・元菅沢荘入所者の遺族からの提訴について
　　　・消費税の納付について
　　　・菅沢デイサービスセンター（認知症型）の休止について
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　　　（審議事項）
　　　・令和５年度補正予算について
　　　・令和６年度事業計画について
　　　・令和６年度資金収支予算について
　　　・定款施行細則の一部改正について
　　　・就業規則の一部改正について
　　　・職員の給与等に関する規程の一部改正について
　　　・契約職員就業規則の一部改正について
　　　・指定介護老人福祉施設菅沢荘運営規程等の一部改正について
　　　・給食調理業務の委託に係る契約方法及び指名業者の選定について
　　　・補欠の理事候補者の選定について
　　　・評議員候補者の推薦について
　　　・評議員会の招集について
　　　・事務局長、事務局次長及び主幹の任免について
　⑵　役員の異動
　　①　役員の改選
　　　�　令和５年５月２５日開催の評議員会で下記の者９名が役員に選任された。また、同日開催

の理事会で髙倉正則理事が理事長に、松浦雄大理事が副理事長に、土田郁子理事が常務理
事に選定された。

　　　ア　理事（７名）
　　　　　髙倉　正則（理事長）　　松浦　雄大（副理事長）　　土田　郁子（常務理事）
　　　　　伊豆田公蔵　　　三瓶　典子　　　高野　則夫　　　大場由美子
　　　イ　監事（２名）
　　　　　青嶋智重子　　　原田　大輔
　　②　役員の辞任
　　　　令和６年３月３１日付けで土田郁子理事が常務理事及び理事を辞任した。
　⑶　評議員会の開催
　　　事業団定款に基づき、下記のとおり評議員会を開催した。
　　①　第９４回評議員会（５月２５日）��山形市役所
　　　（報告事項）
　　　・令和４年度事業報告について
　　　（審議事項）
　　　・令和４年度決算の承認について
　　　・次期役員の選任について
　　②　第９５回評議員会（１１月１５日）��食糧会館
　　　（審議事項）
　　　・令和５年度補正予算について
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　　③　第９６回評議員会（３月２５日）��山形市役所
　　　（報告事項）
　　　・元菅沢荘入所者の遺族からの提訴について
　　　・消費税の納付について
　　　・菅沢デイサービスセンター（認知症型）の休止について
　　　（審議事項）
　　　・令和５年度補正予算について
　　　・令和６年度事業計画について
　　　・令和６年度資金収支予算について
　　　・補欠の理事の選任について
　⑷　評議員の異動
　　①　評議員の退任
　　　・渡部　正美　　令和５年５月３０日付け　辞任
　　　・田村　則子　　令和５年６月２９日付け　辞任
　　　・荒木　雅彦　　令和５年１０月１９日付け　辞任
　　②　評議員の就任
　　　・髙瀨　謙治　　令和５年１０月２５日付け　就任
　　　・髙橋真理子　　令和５年１０月２５日付け　就任
　　　・小野　　徹　　令和６年３月１３日付け　就任
　⑸　評議員選任・解任委員会の開催
　　①　第７回評議員選任・解任委員会（１０月２５日）��山形市役所
　　　（審議事項）
　　　・評議員の選任について
　　②　第８回評議員選任・解任委員会（３月２５日）��山形市役所
　　　（報告事項）
　　　・元菅沢荘入所者の遺族からの提訴について
　　　・消費税の納付について
　　　・菅沢デイサービスセンター（認知症型）の休止について
　　　（審議事項）
　　　・評議員の選任について
　⑹　評議員選任・解任委員の異動
　　①　評議員選任・解任委員の退任
　　　・蜂谷　　博　　令和５年８月３１日付け　辞任
　　　・佐藤　浩治　　令和６年３月３１日付け　辞任
　　②　評議員選任・解任委員の就任
　　　・奥山　信昭　　令和５年１０月２５日付け　就任
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　⑺　運営協議会の開催
　　　事業団定款に基づき、下記のとおり運営協議会を開催した。
　　①　第１３回運営協議会（７月７日）��山形県ＪＡビル
　　　（協議事項）
　　　・令和４年度事業報告及び決算について
　　②　第１４回運営協議会（２月２１日）��山形市役所
　　　（報告事項）
　　　・元菅沢荘入所者の遺族からの提訴について
　　　・消費税の納付について
　　　・菅沢デイサービスセンター（認知症型）の休止について
　　　（協議事項）
　　　・令和６年度事業計画（案）について
　⑻　運営協議会委員の異動
　　①　運営協議会委員の退任
　　　・米川　　秀　　令和５年５月１１日付け　辞任
　　　・平吹　史成　　令和６年３月３１日付け　辞任
　　②　運営協議会委員の就任
　　　・土田　富夫　　令和５年７月１日付け　就任
　　　・鈴木　章人　　令和５年７月１日付け　就任
　　　・平吹　史成　　令和５年７月１日付け　就任
　⑼　職員の状況について
　　①　職 員 数

区　　分
令和５年４月１日

現在
年度中の増減 令和６年３月３１日

現在採用者 退職者 増減
正 規 職 員 １３８名 ２名 ５名 △３名 １３５名
契 約 職 員 ６１名 ７名 １名 ６名 ６７名
パート職員 ６２名 １２名 ６名 ６名 ６８名
計 ２６１名 ２１名 １２名 ９名 ２７０名

派 遣 職 員 １３名 ７名 ７名 ０名 １３名
　　　　※正規職員には再任用職員７名を含む。常務理事を除く。

　　②　職員採用試験の実施状況
　　　�　事業団の要員計画に基づき、前年度からの職員の欠員補充を図るため、職員採用試験を

実施した。全８回実施の予定であったが、応募者の状況により令和５年度は７回の実施と
なった。職員採用試験を実施した結果、下記のとおり１０名の合格者を内定した。
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職種名 募集人数 受験者数 合格者 採用者

指 導 員 ・ 保 育 士 ２名程度 ４名 ３名 ３名

保 健 師 １名 １名 １名 ０名

看 護 師 １名 ２名 ２名 ２名

介 護 員 ９名程度 ６名 ４名 ３名

　　　　※保健師の合格者１名、介護員の合格者１名が採用辞退となった。

　　③　職員の採用状況
　　　ア　令和５年４月１日付け採用者４名（指導員・保育士３名、介護員１名）
　　　イ　令和５年７月１日付け採用者１名（介護員１名）
　　　ウ　令和６年２月１日付け採用者１名（看護師１名）
　　④　再任用職員の任用
　　　�　再任用職員制度に基づき、令和５年３月３１日付け定年退職者２名を４月１日から再任用

するとともに、再任用職員５名の任期を更新し、経験のある人材の有効な活用を図った。
　　⑤　障がい者の雇用状況
　　　　まんさくの丘、菅沢荘及びあたご荘において、引き続き障がい者６名を雇用した。
　　⑥　職員健康診断・ストレスチェックの実施状況
　　　ア　職員の健康診断を例年のとおり実施した。（実施者２２２名）
　　　イ　職員のストレスチェックを例年のとおり実施した。（実施者２０９名）
　⑽　経営基本方針及び第２期経営改善指針に基づく取り組み
　　�　令和４年３月に策定した事業団の経営基本方針及び第２期経営改善指針に基づき、下記の
とおり安定した福祉サービスの提供と経営の健全化に向けた取り組みを実施した。

　　①　経営基本方針に基づく取り組み
　　　ア�　山形市の指定管理者として指定期間３年目を迎え、引き続き市有施設の適正な管理運

営と利用者への適切な福祉サービスの提供に努めた。
　　　イ�　グループホームこもれびによる障がい者の短期入所及び山形市から受託した緊急入所

の受入を行うとともに、菅沢荘ショートステイによる積極的な措置入所者の受入を行い、
福祉セーフティネットの機能を果たした。

　　　ウ�　地震等の大規模な自然災害や感染症が発生した場合に、利用者及び職員の生命を守り、
継続して必要なサービスを提供できるよう拠点施設ごとに業務継続計画（ＢＣＰ）等を
策定した。

　　　エ�　利用者に対する虐待の発生等を防止するため、虐待の防止のための指針の策定、虐待
の防止のための対策を検討する委員会の開催、定期的な職員研修の実施、担当者の設置
など拠点施設ごとに必要な体制を整備した。

　　　オ�　事業団ホームページを活用し、法人・施設の紹介、職員採用情報の掲載を行うととも
に、経営状況等の情報を適切に公表し、運営の透明性の確保を図った。

　　　カ�　業務の見直し・効率化を推進するため、新たに職員から業務改善提案書を求め、課題
を把握し、可能な限り業務の改善につなげた。
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　　②　第２期経営改善指針に基づく取り組み
　　　ア　収入の確保
　　　　�　これまでと同様に稼働率又は年間利用者数等の目標値を設定し、利用者の確保に努め

た。令和５年５月に新型コロナウイルスが５類感染症に移行されたものの、引き続き利
用者・職員に感染者が見られ、自主的な利用制限等により収入の確保が難しい状況で
あった。

　　　イ　デイサービスセンターの在り方の検討
　　　　�　山形市を発注者として、令和５年６月から９月にかけて菅沢荘及び菅沢・銅町デイ

サービスセンター等を対象に独立行政法人福祉医療機構による運営施設の経営分析が実
施された。経営分析の結果を参考に、今後の経営改善の取り組みに活かすとともに、デ
イサービスセンターの今後の具体的な対応等について、引き続き山形市との協議を進め
る。

　　　　�　なお、介護人材の不足等により安定した事業運営の継続が困難なことから、山形市と
協議の上、令和６年４月１日から菅沢デイサービスセンターの認知症型を休止するを決
定した。

　　　ウ　職員の待遇改善の実施
　　　　�　国の「デフレ完全脱却のための総合経済対策」に基づき、国の補助金等をもとに、令

和６年２月から特別処遇改善手当を月額で１，５００円～４，０００円引き上げ、職員の賃金改善
を実施した。

　⑾　そ　の　他
　　①　事業団創立４０周年記念式典の開催
　　　�　令和５年７月に事業団設立４０年の節目を迎えたことから、８月２日にパレスグランデー

ルにて創立４０周年記念式典を開催した。関係団体・地域関係者など１０５名の方にご出席い
ただき、これまでの歩みを振り返りさらなる発展に向け決意を新たにする機会となった。

　　　�　また、長年にわたり運営施設にご協力いただいた３４の個人・団体の方に感謝状を贈呈し
た。併せて、勤続３０年以上の職員６名に永年勤続表彰を行った。

　　②　光熱費等の物価高騰に係る支援給付金及び補助金の交付
　　　�　前年度に続き光熱費等の物価高騰の影響により、事業運営に係る経費が増大しているこ

とから、対象事業所において山形市又は山形県から支援金及び補助金の交付を受けた。
　　　ア　山形市光熱費等支援給付金（障がい者施設：１，７６５，４００円、高齢者施設：４，３２６，０００円）
　　　イ�　山形県物価高騰対策支援金（障がい者施設：１，４００，０００円、高齢者施設：３００，０００円、

児童養護施設：４００，０００円）
　　　ウ�　山形市指定管理者光熱費高騰対策等緊急支援補助金（まんさくの丘：３０５，０３９円、あ

たご荘：６，７２６，３５７円、銅町デイサービスセンター：５１１，４３８円）
　　③　消費税の納付
　　　�　山形市委託事業に係る委託料など課税収入が１千万円を超え、事業団が消費税の課税事

業者であることが判明したことから、消滅時効にかからない平成３０年度から令和４年度ま
での５年間の過年度分に係る消費税約１千万円を令和６年１月に税務署に納付した。併せ
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て、３月に延滞税及び無申告加算税を納付した。（令和５年度分は令和６年５月末に納付
予定）

　　④　情報公開・個人情報保護制度の運用状況
　　　・情報公開請求　０件
　　　・個人情報開示請求　０件
　　⑤　苦情解決制度の運用状況
　　　ア　苦情解決第三者委員会の開催（７月１４日）��山形学園
　　　　�　令和４年度の苦情件数、利用満足度調査の結果及び令和５年度の苦情解決体制等を報

告した。なお、第三者委員による担当施設の訪問については、新型コロナウイルスの感
染状況から開催を見送った。

　　　イ　第三者委員の異動
　　　　・蜂谷　　博　　令和５年８月３１日付け　辞任
　　　　・奥山　信昭　　令和５年１０月２５日付け　就任

Ⅱ　土地・建物の状況
　　指定管理者として管理運営する施設の土地・建物の状況は、下記のとおりである。

名　　　称 所　在 土　地 建　物
まんさくの丘 蔵王半郷 １９，１７４．５２㎡ ２，７５７．２４㎡
児童養護施設山形学園 蔵王上野 ２１，６８７．３９㎡ １，７０２．６９㎡
高齢者総合福祉施設すげさわ すげさわの丘 ３０，１３８．０８㎡ ５，１２３．４９㎡
養護老人ホームあたご荘 大字岩波 １２，７７９．４８㎡ ４，１７７．９５㎡
銅町デイサービスセンター 銅町二丁目 １，７１３．０３㎡ ８１３．６３㎡
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Ⅲ　まんさくの丘
　�　こまくさ学園、恵光園及び蔵王通勤寮の３施設を中心に、それぞれの事業の特性を活かしな
がら、総合福祉施設として社会的な役割を果せるよう、常に連携を図りながら事業の運営を
行った。
　⑴　施設全体としての取り組み
　　①　各施設との連携の推進
　　　ア�　まんさくの丘調整会議を毎月２回開催し、それぞれの施設や事業との連携と調整を図

り、効果的かつ効率的な運営に努めた。
　　　イ�　職員による各種委員会を組織し、それぞれの活動を通して、利用者への福祉サービス

の向上と施設運営の改善と活性化を図った。（研修委員会、給食委員会、地域福祉委員会、
防災委員会、環境整備委員会、衛生委員会、虐待防止委員会　等）

　　②　安全管理に関する取り組み
　　　ア　火災や自然災害に備えて、総合防災訓練を年２回、避難訓練を毎月実施した。
　　　イ　施設内外の事故防止を図るため、安全点検を行い必要に応じて対策を講じた。
　　　ウ�　新型コロナウイルスやインフルエンザ等の感染症を予防するため、施設全体で連携し

ながら徹底した取り組みを行った。
　　　エ　衛生委員会を毎月開催し、職場の安全衛生の推進を図った。
　　　オ　大規模な災害等に備え、業務継続計画の策定に向けて検討を進めた。
　　③　地域社会との交流
　　　�　「まんさくの丘まつり」を４年ぶりに開催し、多くの来場者で賑わいを見せ、地域の方々

との交流を図ることができた。また、同様に再開された「蔵王地区まつり」への参加、「地
域福祉懇談会」と健康講座の開催など、地域社会との交流をコロナ禍前と同程度進めるこ
とができた。

　　④　虐待防止及び身体拘束の適正化の推進
　　　�　まんさくの丘虐待防止委員会運用指針に基づき、虐待防止に関する全職員に対する研修

などを実施し、職員全体の倫理意識を高めた。

　１　児童発達支援センター　こまくさ学園
　　�　幼児期に必要な基本的なソーシャルスキルを一人ひとりが可能な限り獲得できるよう支援
するとともに、家庭と連携しながら感染症等の基本的対策を徹底し、感染症の予防に努めた。
新型コロナウイルスが５類感染症となったことに伴い、学園の行事や主催の研修は、感染対
策を講じた上で実施した。

　　�　利用状況については、４月に１０人が入園し、定員の３０人でのスタートとなった。延利用児
数は前年度比２０２人増の６，５３６人で、利用率は前年度比２．５％増の８０．７％であった。７月～８
月にかけて風邪や胃腸炎、ＲＳウイルス、水痘等で体調を崩し欠席する園児がいたこと、１１
月に園児又は家族のインフルエンザや新型コロナウイルスの感染による自宅療養のため欠席
が多かったこと等が影響し、目標値の８２％をやや下回った。

　　�　また、地域療育の拠点としてその役割を果たすため、相談支援の充実を図りながら、保育
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所や山形市保健所等への支援を実施し、地域療育の向上に努めた。
　　①　利用状況

事業所名 こまくさ学園 利用定員 ３０名

事業種別 福祉型児童発達支援センター 目標値 平均利用率８２％

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

本
　
年
　
度

開 園 日 数 ２２ ２２ ２４ ２３ ２４ ２３ ２３ ２２ ２２ ２１ ２１ ２３ ２７０日 －

利用登録児数（人） ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３６０人 ３０．０人

延利用児数（人） ５４４ ５５０ ６３６ ５０５ ５５７ ５６７ ５９６ ４７２ ５６３ ５３０ ５２７ ４８９ ６，５３６人 ５４４．７人

１日平均利用（人） ２４．７ ２５．０ ２６．５ ２２．０ ２３．２ ２４．７ ２５．９ ２１．５ ２５．６ ２５．２ ２５．１ ２１．３ － ２４．２人

利　 用 　率（％） ８２．４ ８３．３ ８８．３ ７３．２ ７７．４ ８２．２ ８６．４ ７１．５ ８５．３ ８４．１ ８３．７ ７０．９ － ８０．７％

前
年
度

利用登録児数（人） ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ ３６０人 ３０．０人

延利用児数（人） ５４１ ５３３ ５９４ ５６７ ４９６ ５２９ ４６９ ５２８ ４７７ ５４６ ５１１ ５４３ ６，３３４人 ５２７．８人

利　 用 　率（％） ７８．４ ８４．６ ８２．５ ８２．２ ６８．９ ８０．２ ６８．０ ８０．０ ７２．３ ８６．７ ８１．１ ７５．４ － ７８．２％

　　②　年齢構成� （令和６年３月３１日現在）
在籍者 ０～２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 平均年齢
３０人 ０人 ０人 ７人 ９人 １４人 ５．５歳

　　③　障がい程度状況� （令和６年３月３１日現在）
在籍者 最重度 重　度 中　度 軽　度
３０人 ０人 ８人 １６人 ６人

　　④　通園バスの運行状況� （令和６年３月３１日現在）

区　　分 定　　員 利 用 者 乗降地点
走行キロ数（１日平均は平均運行距離）
年　間 １日平均

２号車 ２１人補８人 １４人 ６ケ所 １４，５６６㎞ ６１．０㎞

　　⑤　療育支援
　　　ア　療育全般
　　　　�　遊びや運動を通して、信頼関係を築き、子どもの心の動きを理解するよう努め、気持

ちを尊重しながら、社会性や言語の獲得、基礎体力づくり、基本的な対人関係の確立な
ど幼児期の発達に必要な療育を行った。

　　　イ　生活習慣の自立
　　　　　衣服の着脱・食事・排泄など生活習慣の自立に向けた療育を行った。
　　　ウ　ケースカンファレンス
　　　　�　公認心理師・臨床心理士を招いてのケースカンファレンスを年度内に１０回実施した。

児童一人ひとりの発達課題や関わりについて職員が理解を深め、支援の質の向上に努め
た。

　　⑥　健康衛生管理
　　　�　毎月身体測定（身長・体重）を実施するとともに、専門医による各科健診（内科、眼科、

耳鼻科、歯科）を年２回実施し、児童の健康管理に努めた。また、歯科衛生士による歯磨
き指導やフッ素塗布を実施した。

　　　�　毎日の感染予防対策として、検温、うがい、手洗い、手指消毒、マスクの着用、換気、
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室内の消毒、加湿器や空間除菌脱臭機の設置等を行った。
　　⑦　交流保育
　　　　近隣の幼稚園との交流保育は、新型コロナウイルス等の感染防止のため中止とした。
　　⑧　クラス別活動
　　　　毎月の活動計画に基づき、クラス毎に小集団での課題活動を行った。
　　⑨　行　　事
　　　�　季節に応じた催しにより自然や季節を感じ、様々な社会体験により適応力や協調性を養

うため、次の行事を実施した。
月 行　　　　事　　　　内　　　　容
４月 入園式、お花見
５月 乗馬体験、ドッグセラピー
６月 プール開き、社会見学（園外活動）
７月 合宿、七夕、バスハイク
８月 夏まつり
９月 遠足、まんさくの丘まつり
１０月 親子レクリエーション、乗馬体験、ドッグセラピー
１１月 給食センター見学、交通安全教室
１２月 クリスマス会
１月 だんご木刺し
２月 節分あそび
３月 おひなまつり、卒園式

　　⑩　給　　食
　　　�　給食委員会を毎月実施し、献立内容と食事摂取状況などを把握するとともに、年間計画

に基づき季節感や変化のある給食の実施に努めた。
　　⑪　保護者支援
　　　�　保護者と関わる中で悩みや問題を少しでも解決できるよう、日々の療育相談、連絡帳の

活用のほか、以下の支援を行った。
　　　・家庭訪問（１０件）　　　　・個人面談（各保護者年３回）　　　・研修会（年７回）
　　　・自由参観（年２回）　　　・療育参観（各クラス年２回）　　　・療育説明会（年１回）
　　　・保護者茶話会（５回）　　・保護者懇親会
　　⑫　就　　学
　　　�　保護者の意向や子どもの発達段階に応じて、教育委員会、小学校、特別支援学校などの

関係機関と密接に連絡を取りながら就学に向けた指導・支援を行った。
区分 名　　　　　称 人数 名　　　　　称 人数

就学

山形県立村山特別支援学校本校 ６人 山形市立西小学校 １人
山形県立村山特別支援学校山形校 ３人 山形市立蔵王第一小学校 １人
山形市立第六小学校 １人 上山市立上山小学校 １人
丸亀市立城辰小学校 １人 合　　　　計 １４人



－11－

　　⑬　卒園児支援
　　　　学校からの要請を受け、定期的に学校に出向き情報交換や支援を行った。
　　⑭　災害防止
　　　�　非常災害に備え、避難訓練１０回、総合防災訓練２回、職員の救命救急訓練を実施した。

また、園内活動や園外行事等は、無理のない内容・日程に配慮し計画を立て実施した。
　　⑮　苦情解決
　　　・相談、要望などはあったが、苦情として受け付けたものはなかった。
　　　・�保護者にアンケート調査を実施し、利用満足度において「非常に良い」「良い」が全体

の９８．０％という結果であった。また、国のガイドラインに従い、引き続き保護者の「児
童発達支援評価表」と事業所の「自己評価結果」をホームページに掲載した。

　　⑯　職員研修
　　　ア　職場内研修
　　　　・日時　令和５年４月３日（月）
　　　　　内容　「こまくさ学園の療育内容について」（内部研修）
　　　　　講師　業務調整主査　伊藤　亮
　　　　・日時　令和５年６月２１日（水）（乳幼児救急法講習）、６月２８日（水）（成人救急法講習）
　　　　　内容　「救命救急の講習」
　　　　　講師　日本赤十字社山形県支部　指導員
　　　　・日時　令和６年３月２８日（木）
　　　　　内容　「障がいのある人の権利擁護・虐待防止について」（虐待防止委員会研修）
　　　　　講師　業務調整主査　伊藤　亮
　　　　・その他　　４件
　　　イ　職場外研修（※はオンライン研修）
　　　　・山形県発達障がい者支援センター研修会　※� ５月２３日　３名
　　　　・全国知的障害関係施設長等会議・研修　※� ８月７日　１名
　　　　・山形県強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）� ８月３１日、９月２６日～２７日　２名
　　　　・支援力向上研修� ８月２１日、１１月２０日、２月２７日　１名
　　　　・障がい児地域療育担当者研修会� １１月２９日　２名
　　　　・発達支援基礎養成研修開催� ２月１３日、２２日、２９日　３名
　　　　・その他　６件� ９名
　　　　※強度行動障害支援者養成研修、支援力向上研修等の講師としても職員が参加した。
　　⑰　実習生等の受け入れ
　　　・保育実習　７名　　　・在宅看護論実習　１２名
　　　・地域で暮らす人を理解する実習Ⅰ　４名　　　・介護等体験実習　２名
　　　・発達障がい作業療法実習　２２名　　　・心理実習　８名
　　⑱　研修事業
　　　�　毎年、保育所・幼稚園・放課後児童クラブ・療育機関・行政機関等の関係者らを対象に

公開講座を開催していたが、本年度は所属職員向けの講座として開催した。
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第１回　令和５年１２月６日（水）　１５：１５～１７：００
テーマ：「社会性について」「事例検討」
講　師：公認心理師・臨床心理士　加藤　玲子　氏
受講者：１３名

第２回　令和６年１月１７日（水）　１５：１５～１７：００
テーマ：「親とのつきあい方　緊急支援」「事例検討」
講　師：公認心理師・臨床心理士　加藤　玲子　氏
受講者：１４名

第３回　令和６年３月２８日（木）　１３：１５～１５：００
テーマ：支援力向上研修「子どもの行動と心情を理解する」
講　師：こまくさ学園　業務調整主査　伊藤　亮
受講者：１４名

　　⑲　相談支援
　　　ア　巡回相談（山形市保健所）
　　　　・幼児発達相談　年１１回
　　　イ　外来相談
　　　　　臨床心理士による行動観察、助言、相談を行った。
　　　　・年２７回　延べ４２件
　　　ウ　相談室
　　　　・年１１回　延べ１９件

　２　児童発達支援事業　ひよこ教室
　　�　発達に心配のある幼児を持つ保護者のニーズに応えるため、親子での通園による小集団療
育のほか、単独での療育コースを定期的に実施し、発達段階に応じたきめ細やかな療育を
行った。また、公認心理師による相談時間を増やし、家族支援、母親支援の充実を図った。

　　�　延利用児数は１，０５０人で目標値の１，１００人を下回った。県内での新型コロナウイルスのほか
ヘルパンギーナやインフルエンザ等の感染症の流行が続く中で、保育所等と並行利用してい
る利用児については、長期欠席になることも多かった。感染対策を丁寧に行い、発熱や風邪
症状が見られたお子さんには、十分に回復した上で利用を再開するようご家庭と連携して対
応した。

　　①　利用状況
事業所名 ひよこ教室 利用定員 １０名／日

事業種別 児童発達支援 目標値 年間利用者数１，１００人

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

本
年
度

開 園 日 数 １５ ２１ ２３ ２２ ２１ ２１ ２２ ２２ ２０ １８ ２１ １５ ２４１日 －

延利用児数（人） ５２ ７６ ７０ ７８ ８４ ７４ ９８ １１３ ９０ １０６ １１６ ９３ １，０５０人 ８７．５人

１日平均利用（人） ３．５ ３．６ ３．０ ３．５ ４．０ ３．５ ４．５ ５．１ ４．５ ５．９ ５．５ ６．２ － ４．４人

前
年
度

延利用児数（人） ５２ ７３ ８６ １０４ １０７ １０７ ９６ ９５ ９２ ９５ １２８ １１２ １，１４７人 ９５．６人

１日平均利用（人） ３．７ ３．７ ３．７ ４．７ ５．１ ５．１ ４．６ ４．３ ４．４ ５．６ ６．１ ６．６ － ４．８人
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　　②　療育内容
　　　・�親子遊び、個別療育及び小集団療育を通じて、乳幼児の発達段階に必要な設定遊びや行

事を実施した。
　　　・�〈設定療育〉�ひよこ体操、ハイハイ運動、はしごくぐり、散歩、ひも通し、シール貼り、

紙遊び、洗濯ばさみ遊び等
　　　・公認心理師 ･臨床心理士による外来相談、ひよこカフェを実施した。
　　　・保護者への相談支援を必要に応じて随時実施した。

　３　放課後等デイサービス　風の子
　　�　小学生を対象に放課後や夏休み等の長期休暇中に療育や余暇の機会を提供し、心身両面の
バランスのとれた発達を援助した。利用にあたっては、引き続き家庭や学校等と連携しなが
ら感染症対策を徹底し、感染防止に努めた。

　　�　利用状況については、特に１１月～１２月は、利用児又は家族のインフルエンザや新型コロナ
ウイルス等の感染による自宅療養の欠席や利用児が在籍する学校の学級閉鎖等による欠席が
多かった。延利用児数は２，０６３人で目標値の２，２００人を下回った。

　　①　利用状況
事業所名 風の子 利用定員 １０名／日

事業種別 放課後等デイサービス 目標値 年間利用者数２，２００名

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

本
年
度

開 園 日 数 １９ ２０ ２１ ２０ ２０ １９ ２１ ２０ １９ １９ １９ １７ ２３４日 －

延利用児数（人） １６６ １７９ １９２ １７６ １７４ １７８ １９６ １５６ １６２ １７３ １６７ １４４ ２，０６３人 １７１．９人

１日平均利用（人） ８．７ ９．０ ９．１ ８．８ ８．７ ９．４ ９．３ ７．８ ８．５ ９．１ ８．８ ８．５ － ８．８人

前
年
度

延利用児数（人） １６１ １７６ ２１６ １５１ １６９ １８９ １６０ １２３ １５８ １６８ １５９ １５２ １，９８２人 １６５．２人

１日平均利用（人） ８．５ ９．３ ９．８ ７．９ ８．５ ９．５ ８．０ ６．２ ８．３ ８．８ ８．４ ８．４ － ８．５人

　　②　療育内容
　　　・�放課後や長期休暇中の療育の場として、幼児期に積み残した社会性、コミュニケーショ

ン及び自主性の成長を支援した。
　　　・〈設定療育〉全身運動（サーキット・バランスボール等）、日常生活訓練、指先運動、
　　　　　　　　　　クッキング、散歩、宿題等
　　　・保護者への相談支援を必要に応じて随時実施した。
　　　・随時学校や関係療育機関との連携を図った。

　４　保育所等発達相談事業（山形市委託事業）
　　�　市内保育所等５２カ所（民間立保育所３１カ所、認定こども園２１カ所）の保育士を対象に８０回
の巡回相談を実施し、発達に心配がある児童の支援方法の指導・助言を行い、保育所におけ
る発達支援技術の向上及び支援体制の充実に努めた。

　　�　新型コロナウイルスの感染状況をみて、日程の再調整をする等、安全に配慮して巡回相談
等を実施した。



－14－

　　①　相談事業
事業所名 保育所等発達相談事業 利用定員 －名

事業種別 山形市委託事業 目標値 延巡回数８０回

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

巡
回
相
談

延　巡　数（回） ０ １ ７ １１ １０ １１ ５ １１ ８ ８ ８ ０ ８０回 ６．７回

延 対 応 数（件） ０ ４ ２８ ４２ ３９ ３５ １９ ４０ ３３ ２０ １８ ０ ２７８件 ２３．２件

前 年 度 ０ ４ ３３ ２６ ４８ ２６ ２２ ２９ ３６ ３６ ２３ ０ ２８３件 ２３．６件

相
談
後
の

フ
ォ
ロ
ー
件
数

相　談　室（件） ２ １ ２ １ ０ ２ ２ ２ １ ２ ２ ２ １９件 １．６件

外 来 相 談（件） ０ ０ ０ １ ５ ５ ５ ４ ４ ６ ８ ４ ４２件 ３．５件

計 ２ １ ２ ２ ５ ７ ７ ６ ５ ８ １０ ６ ６１件 ５．１件

前 年 度 ２ ０ ２ ４ ５ ９ ８ ６ ６ ９ ４ ９ ６４件 ５．３件

　　②　研修事業
　　　ア　発達支援基礎養成研修会（年３回）
　　　　�　下記の研修会を開催し、第２回と第３回の講義後は事例検討及びグループ討議を行っ

た。

第１回　令和６年２月１３日（火）　１４：００～１７：００
テーマ：「乳幼児期の感覚統合遊び」
講　師：山形県立保健医療大学保健医療学部作業療法学科　准教授　森　直樹　氏�
受講者：５２名（公立保育園、民間立認可保育園、幼稚園、認定こども園）

第２回　令和６年２月２２日（木）　１４：００～１７：００
テーマ：「支援を必要とする子の基本的理解に向けて」
講　師：公認心理師・臨床心理士　加藤　玲子　氏
受講者：３２名（公立保育園、民間立認可保育園）

第３回　令和６年２月２９日（木）　１４：００～１７：００
テーマ：「支援を必要とする子の基本的理解に向けて」
講　師：公認心理師・臨床心理士　加藤　玲子　氏
受講者：１４名（幼稚園、認定こども園）

　　　イ　令和５年度事例検討会
区　　分 箇 所 数 延巡回数 延対応件数
民間立保育所 ０ ０ ０

　　　　　※巡回相談を希望する園が多かったため、巡回相談日として対応した。

　　　ウ　保育所発達相談事業連絡会
　　　　　令和５年５月１０日に各保育所の代表者を対象に発達相談事業の説明会を開催した。
　　③　発達支援（巡回相談）連絡会
　　　　関係各課（こども未来課、学校教育課等）との連絡会は実施できなかった。
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　５　生活介護事業　恵光園
　　�　利用者の希望や個性を尊重し、日々の活動を通して安心して主体的に活動に取り組める環
境づくりと支援サービスの充実に努めた。家庭等との連携により利用者の心身の安定を図り
ながら支援にあたった。

　　�　平均利用率は７６．３％で前年度とほぼ同じであったが目標の８１％を下回った。新型コロナウ
イルスへの感染及び利用控えによる欠席、複数の長期入院者、利用を中止した方がいたこと
が主な要因である。事業に関しては、新型コロナウイルスの感染防止に配慮しながら、外出
行事、保護者も参加できる行事、社会見学旅行を実施した。

　　①　利用状況
事業所名 恵光園 利用定員 ４０名

事業種別 障害福祉サービス（生活介護） 目標値 平均利用率８１％

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

本
　
年
　
度

開 園 日 数 ２２ ２２ ２４ ２３ ２４ ２３ ２３ ２２ ２２ ２１ ２１ ２３ ２７０日 －

利用登録者数（人） ４２ ４２ ４２ ４２ ４１ ４１ ４０ ４０ ４０ ４０ ３９ ３９ ４８８人 ４０．７人

延利用者数（人） ７４５ ７２４ ７６７ ７１８ ６２４ ７０１ ７２７ ７０４ ７０２ ６６１ ６０８ ６９９ ８，３８０人 ６９８．３人

１日平均利用（人） ３３．９ ３２．９ ３２．０ ３１．２ ２６．０ ３０．５ ３１．６ ３２．０ ３１．９ ３１．５ ２９．０ ３０．４ － ３１．１人

利　 用 　率（％） ８０．６ ７８．４ ７６．１ ７４．３ ６３．４ ７４．３ ７９．０ ８０．０ ７９．８ ７８．７ ７４．２ ７７．９ － ７６．３％

前
年
度

利用登録者数（人） ４４ ４４ ４４ ４４ ４４ ４４ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４２ ５２１人 ４３．４人

延利用者数（人） ８０４ ７５１ ８４６ ７６９ ７８２ ６０６ ７５２ ７３０ ７２９ ６９７ ６７６ ７９６ ８，９３８人 ７４４．８人

利　 用 　率（％） ７９．４ ８１．３ ８０．１ ７６．０ ７４．１ ６２．６ ７６．０ ７７．２ ７７．１ ７７．２ ７４．９ ７９．０ － ７６．２％

　　②　年齢別構成� （令和６年３月３１日現在）
在籍者 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 平均年齢
３９人 １人 １０人 ５人 １１人 ５人 ６人 １人 ４３．１歳

　　③　障がい支援区分� （令和６年３月３１日現在）
在籍者 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６
３９人 ０人 ０人 ２人 １２人 １４人 １１人

　　④　通園バス運行状況� （令和６年３月３１日現在）

区　　分 定　　員 利 用 者 乗降地点
走行キロ数（１日平均は平均運行距離）
年　　間 １日平均

１号車 ３３人補９人 １８人 １０カ所 １６，０７４㎞ ５９㎞
３号車 ８人 �８人 �７カ所 １５，３２８㎞ ５６㎞
４号車 ６人 �６人 �５カ所 １３，４５５㎞ ４９㎞

　　⑤　日常活動
　　　�　日々の生活で必要となる基本的な生活能力及び体力と基本的な生活習慣を養うため、個

別支援計画等に基づき、継続的な活動、支援を行った。
　　⑥　班別活動
　　　�　利用者の希望や適性等を尊重し、通常は作業班と生活班の２つのグループに分かれてそ

れぞれ以下の活動に取り組んだ。
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項目 主　　な　　活　　動　　内　　容

作
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
班

作 業 活 動 作業トレーニングとして菓子箱（紙箱）折りの作業を行った。

創 作 活 動

陶芸
利用者の適性に合わせ、ひも作り、型作りなど様々な技法を用いて作品
の制作に携われるように配慮した。釉薬の塗布、ガス窯で焼成し、個性
的な作品作りを行った。完成した作品は施設内で展示販売を行った。

手工芸
・利用者の能力に合わせて取り組める手工芸を取り入れて行った。
・�ビーズ等で指輪、ブレスレッド、ネックレス等を制作し、施設の祭り
で展示販売を行った。

図画工作 季節や行事に合わせて描画や展示物の制作等を行い、自由に創作する楽
しさ、達成感を味わった。

生 活 学 習
レクリエー
シ ョ ン

クッキング 季節感のあるお菓子や飲み物等を作った。また、誕生会で食べるお菓子
を生活班と一緒に手づくりし、誕生月ごとに利用者をお祝いした。

月・季節
行事

誕生会や茶話会、季節の小行事等を実施して、変化のある生活作りに取
り組んだ。

園外活動 感染対策を講じた上で、作業班のみや生活班と混成の小グループで外出
し、散策や社会体験を行った。

園芸 園の畑にサツマイモ・かぼちゃ・落花生等を植え、獲れた野菜で収穫祭
を行い、自分たちで育て、収穫する喜びを体験した。

軽スポーツ

・�散歩やダンス等楽しく体を動かせる場面を多く取り入れた。
・�地域のインディアカ愛好会との交流は引き続き中断しているが、集会
室でのレクリエーション活動でスポーツの楽しさを体験しながら交流
を図った。

生
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
班

個 別 活 動
・�利用者一人ひとりの障がいの状態、嗜好や適性に合わせ、楽しく取り組める軽作業
や指先を使うビーズ通しやパズル作り等の活動を行った。
・施設周辺の散歩等により、体力作りや健康増進に努めた。

体操・ダンス 音楽、レクリエーション、運動等を組み合わせて、楽しみながら体を動かし、身体機
能の活性化を図った。

機 能 訓 練 身体機能の維持・向上を図るため、個人ごとに必要な訓練を行った。

創 作 活 動

陶芸 利用者の適性に合わせ、型作り等の技法を用いて作品を作り、完成した
作品は施設の祭りで販売し、販売を体験した。

手工芸
・�ビーズ手芸に取り組み、ネックレスやブレスレット等の作品を作った。
・�パーラービーズでコースター等の作品を作り、施設の祭りで展示販売
を行った。

生 活 学 習
レクリエー
シ ョ ン

月・季節
行事

・�誕生会や茶話会、季節の小行事を実施し、季節感のある生活作りに取
り組んだ。
・�園の畑にサツマイモ、かぼちゃ、にんにく等を植え、植物の生育や収
穫の喜びを体験するとともに、採れた野菜で収穫祭を行った。

園外活動 感染対策を講じた上で、生活班のみや作業班と混成の小グループで外出
し、散策、買い物、レストランでの食事等の社会体験を行った。

クッキング 誕生会で食べるお菓子を作業班と一緒に手づくりし、誕生月ごとに利用
者をお祝いした。また、季節に応じた菓子を生活班単独でも作った。

軽スポーツ

・�散歩やダンス等楽しく体を動かせる場面を多く取り入れた。
・�地域のインディアカ愛好会との交流は引き続き中断しているが、集会
室でのレクリエーション活動でスポーツの楽しさを体験しながら交流
を図った。

レクリエー
ション

室内でできる簡単なボウリングやサッカー等のゲームを行い、楽しく体
を動かした。
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　　⑦　全体活動
　　　　花見や年末慰労会等の行事を園全体及び保護者を交えて行い、親睦と相互理解を深めた。
　　⑧　園外活動
　　　�　社会参加を目的として、小グループで施設外に出かけ、社会経験を積んだ。また、保護

者も同伴で日帰りの社会見学旅行を実施した。
　　⑨　健康衛生管理
　　　・�嘱託医との連携を図りながら、利用者の健康管理に努めるとともに、専門医による各科

検診（内科、眼科、耳鼻科、歯科）を年２回実施した。
　　　・�利用者全員を対象に施設内で山形市の総合健診（特定健診・がん検診等）と同様の集団

健診を実施した。
　　　・�看護職員及び担当職員を中心に丁寧な健康観察を行い、指浴等による清潔の保持、体調

不良や健康状態の把握、疾病やケガの予防に努めた。また、必要に応じて医療機関への
受診に同行し、既往症の把握、医療機関や家庭との連携に努めた。

　　　・毎月１回体重・血圧測定を行い、利用者の健康状態の管理に努めた。
　　⑩　給食の状況
　　　・�利用者に好まれる内容と栄養のバランスの両立に努め、季節感のある献立や利用者が選

択できる希望献立等により、豊かな食事の提供に努めた。また、変化する利用者の咀嚼、
嚥下の状態に合わせた形態（普通食、粗みじん、刻み、ペースト等）で提供した。

　　　・�給食委員会を毎月１回開催し、献立内容と利用者の食事摂取状況等を確認することで提
供内容の充実を図った。

　　　・�偏食、肥満、糖尿病等の成人病予防を考慮した食事の提供を行い、必要に応じて家庭と
の連携を図った。

　　⑪　時間外預かり支援（レスパイト）サービスの実施
　　　　利用者及びその家庭に対する支援として、通常の営業時間を延長して支援を行った。
　　　⃝午前の預かり時間　　　（８：００～８：３０）　延べ利用者数　１１５人
　　　⃝平日・午後の預かり時間（１７：１５～１８：３０）　延べ利用者数　２９０人
　　　⃝土曜・午後の預かり時間（１２：３０～１８：３０）　延べ利用者数　１０４人
　　⑫　防災及び事故防止対策
　　　・�総合防災訓練（年２回）と火災や地震を想定した避難訓練（月１回）を実施して災害時

に備えた。訓練は無理のない内容・日程で安全性に配慮し計画を立て実施した。
　　　・登降園時の安全に配慮し、家庭と連携を密にしながら事故の防止に努めた。
　　⑬　苦情解決
　　　・�モニタリング等の面談で利用者、家族、関係機関と関係を築き、日々の連絡を重ねたこ

とで特に苦情はなかった。
　　　・�利用者満足度アンケートを年２回実施し、「とても満足している」「まあ満足している」

との回答が１回目８５％、２回目は９１％と良好な評価が得られた。
　　⑭　職員研修
　　　　職員の資質向上を図るため、以下の研修に参加した。
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　　　ア　職場内研修
　　　　・救命救急法研修（乳幼児）　� ６月２１日　３名
　　　　・救命救急法研修（成人）　� 　６月２８日　５名
　　　　・虐待防止委員会研修� ３月２８日　５名
　　　イ　職場外研修（※はオンライン研修）
　　　　・東北地区知的障害者福祉協会総会・施設長管理者連絡協議会� ６月１９日～２０日　１名
　　　　・令和５年度全国知的障害者福祉協会施設長等会議　※� ８月７日～８日　１名
　　　　・東北地区知的障害者福祉協会専門研修� ９月１４日～１５日　１名
　　　　・山形県知的障害者福祉協会権利擁護推進委員研修　※� ９月２０日　１名
　　　　・山形県知的障害者福祉協会権利擁護セミナー　※� １月２５日　１名
　　　　・山形市虐待防止研修　※　� ２月２１日　１名
　　　　・その他　３件� ４名
　　⑮　地域社会との交流
　　　・村山総合支庁、村山保健所での収穫物・作品の展示販売（年６回）
　　⑯　保護者との連携
　　　・�毎日の連絡帳により情報交換と相互理解を深め、必要に応じて電話や家庭訪問等により

連携を密にし、施設と家庭が一体的かつ継続的に支援ができるように努めた。
　　　・まんさく丘内での展示販売（１２月の年末慰労会で実施）
　　⑰　実習生等の受け入れ
　　　・介護実習　　　　　　　２名
　　　・施設実習（看護学生）　 ６名
　　　・介護等体験実習　　　　２名

　６　日中短期入所事業所　恵光園
　　�　在宅で生活する障がい者が、家族等からの見守りを受けることができない場合に、日中の
一定時間にお預かりすることにより、本人及び家族の負担軽減を図った。

　　�　年間延べ利用者数は６８人で目標の１００名を下回った。新型コロナウイルス感染者の発生に
よる利用控えと利用者の体調不調によるキャンセルにより利用者が減少した。昨年度に続き、
平日に他事業所を利用した後に本事業所を利用する傾向が続いている。

　　①　利用状況
事業所名 日中短期入所事業所恵光園 利用定員 ５名／日

事業種別 地域生活支援事業（日中一時支援事業） 目標値 年間延利用者数１００名

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

延
利
用
者
数

４時間未満（人） ８ ７ ６ ２ ３ ７ ３ １ ２ ３ ２ １ ４５人 ３．８人

４～８時間（人） １ １ ２ ２ １ １ ２ １ ２ １ １ ２ １７人 １．４人

８時間以上（人） ０ ２ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ ６人 ０．５人

計 ９ １０ ８ ４ ５ ８ ６ ２ ４ ６ ３ ３ ６８人 ５．７人

前 年 度 ８ ７ ９ ８ ６ ５ ８ ９ １２ ５ ７ １０ ９４人 ７．８人
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　７　指定共同生活援助事業所　こもれび
　　�　手厚い支援が必要な入居者が安定した日常生活を営むことができるよう個別支援計画に基
づき、食事、入浴、排せつ介助等の生活全般の支援を提供した。

　　�　入居者の入退所はなく、稼働率は８２．８％で昨年度とほぼ同じであった。新型コロナウイル
スの感染者が発生し、稼働率が低下した月があった。今後は稼働率のアップに努めながら、
こもれびで提供する日中活動の内容の充実を図る。

　　①　利用状況
事業所名 共同生活援助事業所こもれび 入居定員 １０名／日

事業種別 障害福祉サービス（日中サービス支援型共同生活援助） 目標値 稼働率８４％

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

本
　
　
年
　
　
度

入 居 者 数（人） １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １２０人 １０．０人

充　足　率（％） １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ － １００．０％

営 業 日 数 ３０ ３１ ３０ ３１ ３１ ３０ ３１ ３０ ３１ ３１ ２９ ３１ ３６６日 －

延入居者数（人） ２５２ ２５７ ２５６ ２６４ ２２５ ２５９ ２７０ ２６２ ２６１ ２５０ ２０６ ２７０ ３，０３２人 ２５２．７人

１日平均利用（人） ８．４ ８．３ ８．５ ８．５ ７．３ ８．６ ８．７ ８．７ ８．４ ８．１ ７．１ ８．７ － ８．３人

稼　働　率（％） ８４．０ ８２．９ ８５．３ ８５．２ ７２．６ ８６．３ ８７．１ ８７．３ ８４．２ ８０．６ ７１．０ ８７．１ － ８２．８％

前
年
度

入 居 者 数（人） １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １０ １２０人 １０．０人

充　足　率（％） １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ － １００．０％

延入居者数（人） ２３８ ２４９ ２６７ ２６９ ２５８ ２２９ ２３０ ２６４ ２６０ ２５０ ２３７ ２５５ ３，００６人 ２５０．５人

稼　働　率（％） ７９．３ ８０．３ ８９．０ ８６．８ ８３．２ ７６．３ ７４．２ ８８．０ ８３．９ ８０．６ ８４．６ ８２．３ － ８２．４％

　　②　入居の状況� 　　　　　　　（令和６年３月３１日現在）　　　　　　　
入居定員 男 女 入居者数
１０人 ４人 ６人 １０人

　　③　年齢構成� （令和６年３月３１日現在）
年　齢 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 合計 平均年齢
人　数 ０人 ０人 １人 ４人 ３人 ２人 ０人 １０人 ５０．４歳

　　④　入居者の日中活動先� （令和６年３月３１日現在）

活動場所
生活介護
（恵光園）

生活介護
（恵光園以外）

就労継続支援Ｂ型
地域生活支援事業
（生活訓練）

無し 合　計

人　　数 ８人 ０人 １人 ０人 １人 １０人

　　⑤　入居者への支援
　　　�　入居者の心身の状態や障がいの状況に応じた個別支援計画を作成し、職員が情報を共有

しながら必要な支援を行った。
　　⑥　食事の提供
　　　�　食事はまんさくの丘厨房で調理し、グループホームに運搬して提供する体制であるため、

まんさくの丘栄養士と連携し、入居者の食事状況、健康状態に応じて提供した。
　　⑦　健康及び衛生管理
　　　・�毎日の健康観察や服薬の管理を実施し、入居者の健康管理に努めた。また、必要に応じ

て医療機関を受診し、医師等の指示に従い必要な支援を行った。
　　　・�新型コロナウイルスについては、消毒、手洗い等の感染防止対策の徹底、検査キットの
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活用による早期発見に努めた。
　　⑧　関係機関との連携
　　　�　日中活動の場となる他事業所や相談支援事業所等と連携し、情報交換、担当者会議を行

い、入居者の生活や日中活動の安定を図った。
　　⑨　家庭との連携
　　　�　必要に応じて電話や自宅に帰省する際に必要な情報の共有や意見の交換等を行い、家庭

と連携しながら入居者への支援の向上に努めた。
　　⑩　防災及び事故防止対策
　　　�　総合訓練（２回）及び夜間を想定した避難訓練（１回）を実施するとともに、消火器・

スプリンクラー等の防災設備の確認を行い、非常時の体制の維持に努めた。
　　⑪　苦情解決
　　　　寄せられた意見・要望等については、できる限り対応した。
　　⑫　職員研修
　　　�　各種研修会に参加し、職員の資質向上を図るとともに、まんさくの丘で開催された虐待

防止委員会研修に参加し、障がい者の権利擁護・虐待防止等について職員の意識を高めた。

　８　指定短期入所事業所こもれび
　　�　グループホームこもれびに併設された短期入所１名分については、グループホーム入居者
が新型コロナウイルスに感染したため、受け入れを一時中止したものの、年間延べ利用者数
は４９１人で前年度の３２１人から１７０人増加した。今後も登録者は増加する見通しである。

　　�　緊急入所用１名分（山形市障がい者地域生活支援拠点等整備事業業務受託分）は、山形市
に居住・登録した障がい者の方を対象に、緊急入所又は体験的利用に供したが、年間延べ利
用者数は８４人で前年度から増加した。緊急入所後の移行先の決定が滞るケースも見られた。

　　①　利用状況
事業所名 短期入所事業所こもれび 利用定員 短期入所１名、緊急入所１名

事業種別 障害福祉サービス（短期入所） 目標値 年間利用者数２４０人（緊急入所除く）

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

短期入所
延利用者数（人） ４２ ４５ ４２ ４５ ２８ ４７ ４６ ４２ ４６ ３７ ２５ ４６ ４９１人 ４０．９人

前 年 度 ２４ ２３ ３０ ３０ ３２ ７ ２７ ３１ ２４ ２６ ２４ ４３ ３２１人 ２６．８人

緊急入所
延利用者数（人） ０ ０ ５ ０ ０ ２２ ２９ ２０ ０ ０ ０ ８ ８４人 ７．０人

前 年 度 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ３ ４ ９ ０ ０ ２１人 １．８人

　９　宿泊型自立訓練事業　蔵王通勤寮
　　�　利用者の就労・生活の安定と地域生活への移行を推進するため、就労事業所、関係機関等
と連携を図りながら、個別支援計画に基づき支援を行った。

　　�　新型コロナウイルスが５類感染症に移行されたことから、これまで中止していた行事を
徐々に再開し、利用者の生活の満足度を上げることができた。

　　�　延利用者数は、前年度比３６名減の４，８０１名で稼働率は６５．６％で目標値の８０％を下回った。
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利用者数は２名減、２名増で増加とならなかったことに加え、約２か月の入院となった利用
者やグループホームに３週間の体験入居をした利用者がいたことなどが要因となった。

　　①　利用状況
事業所名 蔵王通勤寮 利用定員 ２０名

事業種別 障害福祉サービス（宿泊型自立訓練） 目標値 平均稼働率８０％

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

本
　
年
　
度

営 業 日 数 ３０ ３１ ３０ ３１ ３１ ３０ ３１ ３０ ３１ ３１ ２９ ３１ ３６６日 －

延利用者数（人） ３９０ ３９６ ３９０ ４１７ ４２２ ３９５ ４０３ ３９０ ３９９ ３９５ ３８４ ４２０ ４，８０１人 ４００．１人

１日平均利用（人） １３．０ １２．８ １３．０ １３．５ １３．６ １３．２ １３．０ １３．０ １２．９ １２．７ １３．２ １３．５ － １３．１人

稼　 働　 率（％） ６５．０ ６３．９ ６５．０ ６７．３ ６８．１ ６５．８ ６５．０ ６５．０ ６４．４ ６３．７ ６６．２ ６７．７ － ６５．６％

前
年
度

延利用者数（人） ３９１ ３９７ ３８９ ４０４ ４３４ ４２０ ４３４ ３９４ ４０３ ３９８ ３７２ ４０１ ４，８３７人 ４０３．１人

１日平均利用（人） １３．０ １２．８ １３．０ １３．０ １４．０ １４．０ １４．０ １３．１ １３．０ １２．８ １３．３ １２．９ － １３．３人

稼　 働　 率（％） ６５．２ ６４．０ ６４．８ ６５．２ ７０．０ ７０．０ ７０．０ ６５．７ ６５．０ ６４．２ ６６．４ ６４．７ － ６６．３％

　　②　入退所の状況� 　（令和６年３月３１日現在）
令 和 ４ 年 度 末
在 　 籍 　 者

年　度　中　の　増　減 令 和 ５ 年 度 末
在 　 籍 　 者入 所 退 所 増 減

１４人 ２人 ２人 ０人 １４人（男１１人女３人）

　　③　年齢構成� （令和６年３月３１日現在）
年　齢 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 合計 平均年齢
人　数 ０人 ６人 １人 ２人 ３人 ２人 １４人 ４１．４歳

　　④　利用者の日中活動区分� （令和６年３月３１日現在）
就労形態 一般就労 就労継続支援Ａ型 就労継続支援Ｂ型 就労移行支援 生活介護 合　計
人　数 ６人 １人 ６人 ０人 １人 １４人

　　⑤　自立能力向上への支援
　　　・基本的生活習慣、身辺処理能力及び金銭管理能力の向上を図る支援を行った。
　　　・自治会活動の充実を図るための支援（年間計画、生活用品購入、当番活動等）を行った。
　　　・相談支援事業所との契約の支援を行った。
　　⑥　就業指導及び職場定着への支援
　　　・就労事業所及び関係機関との連携を強化し、職場定着を目指した訪問等を行った。
　　⑦　食生活への支援
　　　・�給食委員会を毎月１回実施し、献立内容と利用者の食事摂取状況を把握するとともに、

年間計画に基づき季節感のある給食の提供を行った。
　　　・�利用者の嗜好に関する調査を毎月行い、希望を集約して実際の献立に反映させた。
　　　・定期的に栄養士が食事の実態を確認し、必要に応じて食事指導及び助言を行った。
　　　・食生活及び調理に関する知識と技能を高める支援を行った。
　　⑧　余暇活動への支援
　　　�　新型コロナウイルスの５類感染症への移行を受け、感染対策を講じた上で余暇活動や行

事の回数を増やし、外食（不定期）、余暇活動（不定期）、社会見学旅行（１０月）、クリス
マス会（１２月）を開催し、できる限り生活の質の向上を図った。
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　　⑨　健康及び衛生管理
　　　・健康診断等の実施状況

検診内容 健康診断（一般） 健康診断（成人病） 子宮・乳がん検診
受診者数 １３人 ８人 １人

　　　・�健康診断の結果、精密検査や治療を要するケースには迅速に対処した。異常が認められ
た利用者には再検査を行った。

　　　・感染症や食中毒の予防のため、検便を実施した。（職員：毎月、利用者：年６回）
　　　・病気等の予防、通院及び治療など自己管理能力の向上を図る支援を行った。
　　　・�新型コロナウイルス等の感染防止のため、利用者に手洗い・手指消毒等の感染防止対策

の継続を求めた。
　　　・新型コロナウイルスのワクチン接種に関する説明、実施の支援を行った。
　　　・新型コロナウイルス、インフルエンザ等の感染症罹患者はいなかった。
　　　・通院・入院の状況

受診内容に
よ る 分 類 内 科 精神科 てんかん 脳神経

外 科 歯 科 外 科 皮膚科 眼 科 耳鼻科
整形外
科又は
接骨院

婦人科 泌尿器科

通院治療（回） ６９ ５９ ５ ２ ３１ ４ ２０ ９ ２２ １５ ３ １２

うち実人数（人） ９ ７ ２ ２ ３ １ ７ ４ ６ ３ １ １

入院治療（日） ０ ５８ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

うち実人数（人） ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

　　⑩　災害防止対策
　　　・総合防災訓練（２回）及び防災研修（１回）を実施した。
　　　・まんさくの丘全体で実施する避難訓練に参加した。（月１回）
　　　・発電機の操作及び作動確認を行った。（２回）
　　⑪　関係機関・保護者との連携
　　　・相談支援事業所、日中活動先等とのケース検討会
　　　・就業・生活支援センター、相談支援事業所及び就労事業所との連携
　　　・三恩会総会の開催
　　⑫　苦情解決
　　　・利用者にアンケート調査を実施した。（１０月、３月）
　　　・今年度も苦情はなかった。
　　⑬　職員研修
　　　ア　職場内研修
　　　　・救命救急研修（乳幼児）� ６月２１日　１名
　　　　・救命救急研修（成人）� ６月２８日　２名
　　　　・虐待防止委員会研修� ３月２８日　１名
　　　イ　職場外研修（※はオンライン研修）
　　　　・山形県知的障害者福祉協会総会　※� ４月２５日　１名
　　　　・施設長等研修会及び山形県障がい福祉課長との懇談会� ７月２１日　１名
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　　　　・発達障害理解促進・指導力向上セミナー　※� ７月２９日　１名
　　　　・山形県サービス管理責任者研修� １１月１５日～１６日　１名
　　　　・地域移行にかかる研修会　※� １月１６日　１名
　　　　・山形市福祉施設職員等研修会� ２月２２日　１名
　　　　・その他　４件� ４名

　１０　指定共同生活援助事業所　蔵王
　　�　個別支援計画に基づき、金銭管理、居室の清掃等の生活環境の改善、就労事業所と連携し
た職場定着を図るため支援を行った。

　　�　令和５年度は、新規の入居者はおらず、充足率は９１．７％であった。引き続き入居者の確保
に向けて調整等を進めていく。

　　�　入居者の高齢化に伴い、健康に問題を抱えるケースが増えているため、保護者や世話人、
医療機関、就労先と連携し、安定した生活を継続できるよう支援を行った。

　　①　利用状況
事業所名 共同生活援助事業所蔵王（グループホーム６箇所：定員各４名） 入居定員 ２４名

事業種別 障害福祉サービス（外部サービス利用型共同生活援助） 目標値 充足率１００％

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

本
　
　
年
　
　
度

入 居 者 数（人） ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２２ ２６４人 ２２．０人

充　足　率（％） ９１．７ ９１．７ ９１．７ ９１．７ ９１．７ ９１．７ ９１．７ ９１．７ ９１．７ ９１．７ ９１．７ ９１．７ － ９１．７％

営 業 日 数 ３０ ３１ ３０ ３１ ３１ ３０ ３１ ３０ ３１ ３１ ２９ ３１ ３６６日 －

延入居者数（人） ６６０ ６７７ ６６０ ６８２ ６６９ ６６０ ６８１ ６６０ ６７９ ６７６ ６３８ ６７９ ８，０２１人 ６６８．４人

１日平均利用（人） ２２．０ ２１．８ ２２．０ ２２．０ ２１．６ ２２．０ ２２．０ ２２．０ ２１．９ ２１．８ ２２．０ ２１．９ － ２１．９人

稼　働　率（％） ９１．７ ９１．０ ９１．７ ９１．７ ８９．９ ９１．７ ９１．５ ９１．７ ９１．３ ９０．９ ９１．７ ９１．３ － ９１．３％

前
年
度

入 居 者 数（人） ２３ ２３ ２３ ２３ ２３ ２３ ２３ ２３ ２３ ２３ ２３ ２２ ２７５人 ２２．９人

充　足　率（％） ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９１．７ － ９５．５％

延入居者数（人） ６９０ ７０８ ６９０ ７１３ ７１３ ６９０ ７１３ ６９０ ７１３ ７０１ ６４４ ６９５ ８，３６０人 ６９６．７人

稼　働　率（％） ９５．８ ９５．２ ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９５．８ ９４．２ ９５．８ ９３．４ － ９５．４％

　　②　入居の状況� 　（令和６年３月３１日現在）
名　称 飯 田 荘 みどり荘 さくら荘 わかば荘 あすなろ荘 わかくさ 合　計
入居人数 ４人 ４人 ３人 ３人 ４人 ４人 ２２人（男１１人・女１１人）

　　③　年齢構成� （令和６年３月３１日現在）
年 　 齢 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 合計 平均年齢
人 　 数 ０人 ０人 ３人 ７人 ７人 ５人 ０人 ２２人 ５０．７歳

　　④　入居者の就労区分� （令和６年３月３１日現在）
就労形態 一 般 就 労 就労継続支援Ａ型 就労継続支援Ｂ型 生 活 介 護 無 　 職 合 　 計
人　数 １５人 ２人 ４人 ０人 １人 ２２人

　　⑤　入居者に対する支援（延件数）
　　　・社会生活上の相談及び支援（２９６回）
　　　・余暇活動の支援（３回）
　　　・職場訪問及び就労支援（４５回）
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　　　・関係機関との連携（５４回）
　　　・対人関係の調整（１７回）
　　　・買物等の支援（５０回）
　　　・問題行動への対応（１０回）
　　⑥　世話人に対する指導
　　　　相談及び業務指導（６９回）
　　⑦　健康及び衛生管理
　　　・健康管理に関する支援（１２４回）　※新型コロナウイルスのワクチン接種を含む。
　　　・医療機関への受診支援（７７回）
　　　・入居者の健康診断の実施状況

検診内容 健康診断（一般） 健康診断（成人病） 子宮・乳がん検診
受診者数 ２２人 １９人 ６人

　　⑧　地域生活関連
　　　　地域生活への適応に関する支援（６回）
　　⑨　関係機関・保護者との連携
　　　　相談支援事業所との連携（７４回）
　　　　三恩会総会の開催
　　⑩　災害防止対策
　　　・蔵王通勤寮で実施した総合防災訓練に参加した。（２回／１０月、２月）
　　　・グループホームごとに防災設備の説明、消火訓練、避難経路の確認を行った。（２月）
　　⑪　苦情解決
　　　　今年度は苦情がなかった。

　１１　指定相談支援事業所まんさく
　　�　障がいのある人の自立した日常生活、社会生活を実現できるよう支援するため、サービス
提供事業者や市町村、教育機関等の関係機関と連携しながら、日常生活や必要なサービスの
利用等の全般的な相談に応じ、サービス利用計画の作成、申請等の支援を実施した。

　　�　また、山形市から相談支援事業を受託した事業所として、山形市自立支援協議会の運営等
を行ったが、受託業務である市内相談支援事業所の人材育成や相談体制の強化への取り組み
については、計画相談支援の業務対応に追われ、対応が不十分な状態が続いている。

　　�　令和５年度は、特定相談９７件、障害児相談３３８件で目標値を下回った。現行の人員体制で
は新規相談の受け入れが難しい時が多々あった。特定相談継続支援は１４２件、障害児相談継
続支援は２６７件で目標値を上回り、事業所で過去最大の実績件数となった。今後はより細や
かなモニタリング・相談対応を目指していく。
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　　①　新規相談件数・連絡調整件数
事業所名 相談支援事業所まんさく 利用定員 ―名

事業種別 特定相談支援、障害児相談支援、一般相談支援 目標値 特定１０５件、特定継続１０５件、
障害児３６０件、障害児継続１７５件

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

特 定 相 談（件） ５ ８ ６ ８ １０ ８ １１ ４ １１ ６ １３ ７ ９７件 ８．１件

特定相談継続支援（件） １３ ８ ８ １３ １０ １１ ９ １０ １１ ８ ８ ３３ １４２件 １１．８件

障 害 児 相 談（件） ６５ ２３ １７ ２２ ２５ ２０ ２６ ３５ ３３ ３０ ２０ ２２ ３３８件 ２８．２件

障害児相談継続支援（件） ２４ ２５ ２７ １７ ２０ ３０ １４ ７ ２１ ２１ ２３ ３８ ２６７件 ２２．３件

　　②　新規相談件数（形態別）
区　分 平　日 時間外 休　日 合　計

電 　 　 話 ２８６ ０ ０ ２８６件
来 　 　 所 ８４ ０ ０ ８４件
訪 　 　 問 ２１ ０ ０ ２１件
そ � の � 他 ０ ０ ０ ０件
合　　計 ３９１件 ０件 ０件 ３９１件

　　③　相 談 者
区　　　　分 件　数 区　　　　分 件　数

本人・家族等 ２１０ 行政機関 ６
民生委員 ０ 教育委員会 １
ケアマネジャー ２ 山形市からの依頼 ２
サービス提供事業所 １６１ その他（知人等） １
医療機関 ８ 合   計 ３９１件

　　④　主な相談内容
内　　　　容 件　数 内　　　　容 件　数 内　　　　容 件　数

サービス利用支援 ２，５６１ 保育・教育支援 ６９７ 雇用・就労支援 ２５４
障がい・病状理解支援 ２２５ 家族・人間関係支援 ４８ 社会参加・余暇活動支援 ３１
健康・医療支援 ２３８ 家計・経済支援 １０５ 権利擁護・成年後見関係 ９
不安解消・情緒支援 ６４０ 生活に関する支援 ２７ 虐待に関する支援 ５
そ 　 の 　 他 ０ 合  計 ４，８４０件

　　⑤　相談後の連絡調整
区　　　　分 件　数 区　　　　分 件　数

本人・家族等 １，９８４ 医療機関 １０８
民生委員・近隣関係 １１ 行政機関 ７３４
ケアマネジャー ５３ その他 ２１５
サービス提供事業所 ２，４１５ 合　　　計 ５，５２０件
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　　⑥　申請手続き
項　　　目 申請・処理件数 項　　　目 申請・処理件数

介護給付費支給申請 １２１ サービス等利用計画申請（者） ９４
訓練等給付費支給申請 ９ 障がい児支援利用計画申請（児） ３２６
地域生活支援事業申請 ３６ 福祉タクシー券・給油券 ４４
手帳申請関係 ６ その他 ８
自立支援医療請求 ２
障がい児通所給付費支給申請 ３２３ 合　　　計 ９６９件

　　⑦　障がい種別
身体障がい 知的障がい 精神障がい 発達障がい 難　病 その他 合　計
２７ １１９ １４ １０９ ０ １１８ ３８７人

　　⑧　カファレンス等の開催件数
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
４ ９ ５ １１ ９ ４ ８ ７ ９ ９ ５ １１ ９１件

　　⑨　地域との連携（※はオンライン会議）
　　　・蔵王地区地域包括支援センターネットワーク連絡会� ５月２４日　１名
　　　・山形市高齢者等消費者被害防止ネットワーク会議� ８月３０日　１名
　　　・山形県地域生活定着支援センターネットワーク会議� １１月７日　１名
　　　・村山地域精神障がい者地域移行・地域定着支援推進会議　※� １２月４日　１名
　　　・山形市相談支援センター合同会議� １月２２日　２名
　　　・村山地域医療的ケア児支援連絡会　※� ２月１４日　１名
　　⑩　職員研修（※はオンライン研修）
　　　・山形県発達障がい者支援センター研修会� ５月３１日　１名
　　　・サービス管理責任者研修（更新研修）� ７月１３日　１名
　　　・学校教育とてんかん　※　� ８月１日　１名
　　　・東北主任相談支援フォローアップ研修� ９月１５日　１名
　　　・山形県知的障害者福祉協会児童発達支援部会研修会� １２月１５日　１名
　　　・精神障害者支援の障害特性と支援技法を学ぶ研修� １月２６日　１名
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Ⅳ　児童養護施設　山形学園
　�　令和５年度は、児童の人権を守り、安定した環境の中で児童一人ひとりが安心して心身共に
健やかに過ごし、将来退園後の自立生活に向けて児童の力を育み、自信を持って社会へ巣立つ
ことができるよう支援にあたった。
　�　新型コロナウイルスが５類感染症に移行し、感染状況に落ち着きが見られたことから、児童
の生活を徐々にコロナ禍前に戻し、社会体験の機会を確保できるよう努めた１年であった。
　�　ユニット旅行は、仙台方面への公共交通機関を利用した行程でユニット毎に児童の希望を取
り入れた内容で実施し、満足度の高いものとなった。ふれあい祭りやもちつき会は規模を縮小
したが、外部の方を招き会食を共にする形で実施できた。社会との繋がりや多くの支援により
施設運営ができていることを改めて実感することができた。
　�　また、職員の仕事と家庭生活の両立を図るため、これまでの泊まり勤務（宿直勤務）から夜
勤を導入し試行した結果、一定の成果が得られたことから、新年度から正式に導入することと
した。
　　今後も児童の声に耳を傾け寄り添いながら、ユニット制を活かした支援に努めていく。
　　①　入退所の状況

事業所名 山形学園 入所定員 ４０名

事業種別 児童養護施設 数値目標 －

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

本
　
年
　
度

入所児数（人） ３０ ３０ ３２ ３２ ３２ ３２ ３２ ３３ ３２ ３３ ３３ ３０ ３８１人 ３１．８人

新規入所（人） ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ １ ５人 ０．４人

退所児数（人） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ４ ５人 ０．４人

入 所 率（％） ７５．０ ７５．０ ８０．０ ８０．０ ８０．０ ８０．０ ８０．０ ８２．５ ８０．０ ８２．５ ８２．５ ７５．０ － ７９．４％

児
　
童
　
内
　
訳

高 校 生 ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ５ ９３人 ７．８人

中 学 生 ７ ７ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ７ ９３人 ７．８人

小 学 生 １１ １１ １２ １２ １２ １２ １２ １２ １２ １２ １２ １２ １４２人 １１．８人

幼 　 児 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ５ ４ ５ ５ ６ ５３人 ４．４人

３ 歳 未 満 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０人 ０．０人

そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０人 ０．０人

計 ３０ ３０ ３２ ３２ ３２ ３２ ３２ ３３ ３２ ３３ ３３ ３０ ３８１人 ３１．８人

前
年
度

入所児数（人） ３２ ３２ ３２ ３２ ３２ ３２ ３２ ３３ ３３ ３３ ３３ ３０ ３８６人 ３２．２人

入 所 率（％） ８０．０ ８０．０ ８０．０ ８０．０ ８０．０ ８０．０ ８０．０ ８２．５ ８２．５ ８２．５ ８２．５ ７５．０ － ８０．４％

　　　　※入所児童数は、毎月末日現在の人数

　　②　入所理由区分� （令和６年３月３１日現在）
虐　　　待 保護者の疾患等 経済的理由（破産等） そ　の　他 合　　　計
２４ ０ ０ ６ ３０人

　　③　障がい等区分� （令和６年３月３１日現在）　　　　　　　　　　

知的障がい児 注意欠陥／多動性障がい
（ＡＤＨＤ） 広汎性発達障がい

６人 １人 １人

　　④　退所児童状況
　　　ア　自立　４名（県内就職２名、県内進学２名）
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　　　イ　家庭復帰　２名
　　⑤　児童処遇
　　　ア　年少児
　　　　・基本的生活習慣の確立及び遊びを通して心身両面の育成に取り組んだ。
　　　　・幼稚園を活用しながら、集団生活への適応力の向上を図った。
　　　　・�幼稚園入園前の幼児は、地域の子育てサロンや幼稚園の遊びの教室に参加し、地域と

の交流及び集団参加の体験を増やした。
　　　イ　小学生
　　　　・基本的生活習慣の習得に努めた。
　　　　・余暇活動や遊びを通して、情緒の安定を図り心身両面の育成に努めた。
　　　　・学校との日常の相互連絡や連絡会（年２回）等を通して、生活と学習の向上につなげた。
　　　　・長期休みに子ども達の自主グループでの学習会を設け、効果が見られた。
　　　　・居室単位の活動やグループ活動を通して、協調性や自主性の高揚につなげた。
　　　ウ　中学生・高校生
　　　　・部活動と学業の両立が図れるように指導にあたった。
　　　　・進路指導については学校等と連携し、進路目標を立て意識の高揚を図った。
　　　　・基本的生活習慣の習得を図り、社会性・協調性及び自立意欲の向上に努めた。
　　　　・スポーツ活動等を通して、情緒の安定を図り心身両面の育成につなげた。
　　　　・�高校卒業後の進路については、学校や関係者等と連携を図りながら十分な情報提供を

行い、本人の意思を尊重しながら進めた。
　　　　・高校３年生や高学年児童に対して、フレッシュマンスタート講座５回を実施した。
　　　　〈フレッシュマンスタート講座〉

講座内容 講師等
第１回 法律教室 山形県青年司法書士会　小関弾　氏他
第２回 ライフデザイン MOTHER�design　わだゆきこ　氏
第３回 性と生 助産師　斉藤ひとみ　氏
第４回 ふれあいルームで一人暮らし体験 山形学園　職員・栄養士
第５回 公的な手続きの体験 山形学園　職員

　　　エ　全児童
　　　　・個々の児童の意見が尊重される環境作りとその対応の充実を図った。
　　　　・�小中学校でタブレット端末での学習が導入され、児童一人ひとりがタブレットを持ち

帰って課題に取り組む機会が増えたことに伴い、端末の使い方や学習の支援を行った。
　　　　・調理実習やおやつ作りを実施し、生活技術の習得と変化のある生活作りに努めた。
　　　　・感染防止対策を徹底した上で園外活動を実施し、社会体験の機会を確保した。
　　　　・児童相談所や関係機関との連携を図り、処遇の向上に努めた。
　　　　・以下の研修に参加した。
　　　　　⃝いのちの学習（誕生学）　　　　　　　３月２１日　１２名参加
　　　　　⃝生きるためのいのちの教育（紙芝居）　８月２２日　１２名参加



－29－

　　⑥　健康衛生管理
　　　ア　感染症予防対策を徹底し、児童の健康維持と感染症の予防に努めた。
　　　イ　健康診断を年２回実施した。
　　　ウ　毎日の健康観察により、疾病の早期発見と早期治療に努めた。
　　　エ　児童の検便を年３回実施し、感染症の予防に努めた。
　　　オ　医療状況

区 分 内科 外科 皮膚科 歯科 整形外科 耳鼻科 眼科 泌尿器科 精神科 計
服薬（実人数） ２３ １ ２５ ８ ８ ２４ １８ １ ５ １１３人
通院（延人数） ８２ ０ １０９ １５ ３０ ４４ ２４ １ ２４ ３２９人
入院（延人数） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０人

計 １０５ １ １３４ ２３ ３８ ６８ ４２ ２ ２９ ４４２人

　　⑦　給食の状況
　　　ア　より家庭的な雰囲気になるように、献立、食器、提供の仕方などを工夫した。
　　　イ　年齢に適した栄養の供給に努めた。
　　　ウ　隔月に給食委員会を開き、適切な食事内容の検討や食生活への興味や関心を高めた。
　　　エ　衛生的な食事環境作りに配慮し、正しい食習慣の確立に取り組んだ。
　　　オ　食事作り、配膳、食器洗い、米とぎなど子ども達がお手伝いする機会を増やした。
　　　カ�　行事食、郷土食、会食、外食、希望献立等を実施し、楽しく変化に富んだ食生活に努

めた。
　　　キ　手作りおやつを実施し、一緒に作る場面を増やし手作りの良さを児童に伝えた。
　　　ク　ユニット調理を実施し、生活技術の向上を図った。（土・日・長期休み）
　　　ケ　畑で作った野菜を食事に使用するなど食育に力を入れた。
　　⑧　行　　事
　　　　生活の潤いと集団生活への適応や協調性の向上を図るために次の行事を実施した。

月 行　　　　事　　　　内　　　　容
４月 職員歓迎会、入学祝い
５月 端午の節句、バーベキュー
６月 蔵王クリーン作戦
７月 七夕
８月 収穫祭、グループ旅行
９月 お月見　日帰り旅行
１０月 ふれあいまつり　
１１月 七五三、日帰り旅行
１２月 クリスマス会
１月 だんご木刺し、もちつき会
２月 節分、スキー教室
３月 雛まつり、退園生激励会、卒業祝い、職員送別会
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　　⑨　地域活動と社会資源の活用
　　　ア�　地域交流を目的とした行事は規模を縮小して施設内で実施した。地元の行事への参加

や介護施設でのボランティア活動などは感染防止の観点から昨年度に続き実施できな
かった。

　　　イ　ボランティアや慰問等の受け入れ
　　　　　１個人９件の慰問の受け入れを行った。
　　　ウ　実習生の受け入れ
　　　　・資格取得のための実習　　大学生４名、短期大学生６名
　　　　・介護体験実習　　　　　　大学生４名
　　⑩　家族との関係作り・調整
　　　ア　家庭へのファミリー・ケースワークを行い、早期家庭復帰が可能か検討を重ねた。
　　　イ　家族も一緒に参加できる行事等では、親子関係の再構築や家族との関係作りに努めた。
　　　ウ　夏休みや冬休みなどに、家庭への一時帰省を実施した。
　　　エ�　家族等との交流のない児童には、家庭生活体験事業を実施した。（３家庭に４名の児童、

延べ２５日）
　　　オ　家庭訪問　８回
　　⑪　里親支援
　　　・学園児童の里親委託　０件　　・里親サロン　７回（延べ３５名）　　・家庭訪問　９回
　　⑫　職員会議・委員会等
　　　�　運営会議１２回、職員会議１３回、処遇会議３回、フロアー会議１３回、給食委員会６回、ケー

ス検討会１２回、ケースカンファレンス５回、心理療法士・職員に対する専門医の助言等　
（心理療法スーパービジョン）１０回（オンライン会議）

　　⑬　職員研修
　　　�　職員の資質向上のため、オンラインを利用した研修に積極的に参加した。また、感染症

の予防や拡大防止のため、感染症に関する研修を実施した。
　　　ア　内部研修会
　　　　・新採職員研修　　　８月２９日
　　　　・ＣＡＰ大人ワーク　１２月４日
　　　　・児童精神科医による研修　２月２日
　　　イ　外部研修会（※はオンライン研修）
　　　　・安心安全レベルアップ研修� ５月２４日　２名
　　　　・児童福祉関係新任職員研修� ６月１２日～１３日　２名
　　　　・東北ブロック児童養護施設研究協議会� ６月１４日～１５日　３名
　　　　・里親研修� ７月１日　１名
　　　　・山形県児童養護施設協議会宿泊研修会� １０月２６日～２７日　４名
　　　　・虐待防止セミナー　※� ２月２７日　１５名
　　　　・その他　６件　� ９名
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　　⑭　災害防止
　　　ア�　防災計画に沿って定期的に総合防災訓練・消火訓練（２回）、避難訓練（１２回）を実

施した。
　　　イ　自転車の安全点検を行った。
　　　ウ　登下校や外出時の事故防止のため、交通安全教育を実施した。
　　⑮　心理療法の実施
　　　ア　実施児童数　２４名
　　　イ　心理療法等の回数
　　　　・心理療法　８６１回　・セカンドステップ　１７回　・サードステップ　１１回　　計８８９回
　　　ウ　対象児童の年齢・主訴別数

身体的虐待 ネグレクト 心理的虐待 その他 計
３歳～学齢前 １ １ ３ ０ ５人
小 学 生 ５ ２ ３ ２ １２人
中 学 生 ３ ３ １ １ ８人
高校生、その他 １ ４ ０ ３ ８人

計 １０ １０ ７ ６ ３３人

　　⑯　苦情解決
　　　　要望や意見はあったが、その都度話し合いで解決することができた。
　　⑰　こどもショートステイ事業（山形市委託事業）
　　　�　家庭を取り巻く環境が複雑化している中で、子育て支援事業の一環として実施し、令和

５年度は５名（延４０日）の利用実績があった。
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Ⅴ　高齢者総合福祉施設すげさわ
　�　理念である「入所者・利用者、誰もが安心できる暮らしの実現」に向けて業務にあたった。
経営的には、「すげさわ」の各事業所が介護報酬による経営の維持に取り組んだ。
　　①　介護保険制度に対応し、次の事項に取り組んだ。
　　　ア　介護報酬による経営の維持
　　　イ　給付管理と介護報酬事務の正確化
　　　ウ　利用者の確保
　　　エ　サービスの質の向上
　　　オ　ケアプラン・リハビリプラン・栄養マネジメント・ＬＩＦＥの適正度と実施度の向上
　　　カ　地域支援機能の強化
　　②　地域との交流
　　　�　夏祭り及び敬老会は、新型コロナウイルスの感染防止のため、ご家族や外部への案内を

自粛し、施設内で入所者と職員のみで開催した。
　　③　地域貢献活動
　　　�　買い物支援バスの運行、すげさわ団地内市道のごみ拾い、市有地の除草、資源回収への

協力等を実施した。
　　④　地域との連携
　　　ア　地区会議への参加
　　　　　新型コロナウイルスの感染防止を徹底しながら参加した。
　　　イ　地区内学校の入学式への参加
　　　　　コロナ禍以降案内がないため、参加はなかった。
　　⑤　地区自治会、近隣施設との連携
　　　ア　防災協力を図るため、防災訓練を実施したが、地区等への参加案内は自粛した。
　　　イ�　本沢地区と福祉施設との災害時相互応援協定連絡会議は、新型コロナウイルスの感染

防止ため開催見送りとなった。
　　⑥　「すげさわ経営健全化プロジェクト会議」の開催
　　　�　すげさわの経営状況の情報共有、経営安定化に向けた事業の検討のため、各部所より中

堅役職員の会議を開催した。
　　⑦「すげさわ経営会議」の開催
　　　�　総合福祉施設として、有機的な連携を図ることや経営状況を共有するため、各部所幹部

職員の会議を開催した。
　　⑧　職員研修の実施
　　　　職員の資質の向上を図るため、次の研修を実施した。
　　　ア　内部研修（※は新型コロナウイルスの感染防止のため書面開催）

実施月 研　修　内　容 講　　師　　等
４月 事業計画書説明�※ 研修・広報委員会
５月 救命救急（心肺蘇生・ＡＥＤの使用）�※ 防災委員会
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６月 食中毒予防について�※ 田中主任栄養士
７月 褥瘡について 褥瘡リハビリ委員会
８月 倫理・常識及び法令遵守について�※ 研修・広報委員会

９月 虐待・身体拘束・事故防止について
感染症について

リスクマネジメント委員会
安全衛生委員会

１１月 認知症について�※ 研修・広報委員会
１月 看取りに関する研修�※ 研修・広報委員会
２月 感染症について 安全衛生委員会

３月 虐待・身体拘束・事故防止について ※
医療に関する研修

リスクマネジメント委員会
齋籐看護師

　　　イ　外部研修（県内外）
　　　　　コロナ禍のため、オンライン研修に参加した。
　　⑨　各種委員会
　　　ア　安全衛生委員会
　　　　�　職員の健康診断（インフルエンザワクチン接種、新型コロナウイルスワクチン接種）、

メタボリックシンドロームに着目した特定健診及び特定保健指導、感染症マニュアルの
見直し、産業医との連携、水道水残留塩素測定、ストレスチェック等を実施した。新型
コロナウイルス等の感染症における業務継続計画（ＢＣＰ）を作成した。

　　　イ　防災委員会
　　　　�　各種想定防災訓練、防災マニュアルの見直し、機器取扱マニュアル、自主点検、緊急

連絡網の作成を行った。自然災害等における業務継続計画（ＢＣＰ）を作成した。
　　　ウ　リスクマネジメント委員会
　　　　�　ヒヤリハット報告書等を通して、事故の分析、リスクの回避、安全な環境の提供及び

介護事故の防止に努めた。虐待や身体拘束の研修を行い、発生防止の徹底を図った。
　　　エ　研修・広報委員会
　　　　�　実地指導に義務付けられた研修を中心に開催した。また、全体会については新型コロ

ナウイルスの感染防止を図るため、参加人数の制限や座席の配置を工夫して開催したほ
か、書面開催も併用した。また、すげさわ通信（機関紙）、家族会だより、施設のパン
フレット作りを行った。ホームページを利用したショートステイ、デイサービスセンター
の空き情報の発信や施設の様子の紹介にも力を入れた。

　　　オ　食事の委員会
　　　　�　選択食の希望調査、水分補給用飲み物の在庫管理、経口維持及び食事についての提案

等を行った。
　　　カ　褥瘡・リハビリ委員会
　　　　�　褥瘡の予防、褥瘡のある方の対応に力を入れた。褥瘡予防のため、電動体位交換ベッ

ドを活用した。
　　　キ　痰吸引委員会
　　　　�　痰吸引研修を修了した介護職員が、看護職員との連携・協働のもとに痰吸引や経管栄
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養（医療的ケア）の取り扱いを迅速かつ安全に実施できるように取り組みを行った。
　　　　�　山形県に介護福祉士喀痰吸引実地研修機関の事業所登録を行い、職員１名が施設内で

の演習を実施し、実地研修を修了した。
　
　１　特別養護老人ホーム菅沢荘（介護老人福祉施設）
　　�　安心・安全な介護、事故及び各種感染症の防止に努めたが、６月と１１月に新型コロナウイ
ルスのクラスターが発生した。これまでの感染拡大防止策を踏まえ、職員が一丸となって取
り組み収束することができた。ベッドの稼動率は目標の９５％を若干下回り９３．７％であった。

　　�　自主事業の認知症カフェは、新型コロナウイルスの感染対策を徹底しながら開催した。地
域貢献事業の一環として、毎月２回本沢地区の高齢者を対象に買物支援事業を新型コロナウ
イルスの感染対策を徹底しながら実施した。

　　①　利用状況
事業所名 特別養護老人ホーム菅沢荘 入所定員 ８２名

事業種別 介護老人福祉施設 目標値 稼働率９５％

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

本
年
度

営 業 日 数 ３０ ３１ ３０ ３１ ３１ ３０ ３１ ３０ ３１ ３１ ２９ ３１ ３６６日 －

延入所者数（人） ２，４００ ２，４１８ ２，２８０ ２，３５６ ２，４１８ ２，３７０ ２，４４９ ２，１９０ ２，３２５ ２，２３２ ２，２３３ ２，４４９ ２８，１２０人 ２，３４３．３人

稼 働 率（％） ９７．６ ９５．１ ９２．７ ９２．７ ９５．１ ９６．３ ９６．３ ８９．０ ９１．５ ８７．８ ９３．９ ９６．３ － ９３．７％

平均要介護度 ３．８ ３．９ ３．９ ３．８ ３．８ ３．８ ３．８ ３．８ ３．８ ３．８ ３．９ ３．９ － ３．８

前
年
度

延入所者数（人） ２，４６０ ２，５２４ ２，３５２ ２，４３５ ２，４７６ ２，３８５ ２，４３０ ２，４０７ ２，４９３ ２，４５７ ２，１３６ ２，５１２ ２９，０６７人 ２，４２２．３人

稼 働 率（％） １００．０ ９９．３ ９５．６ ９５．８ ９７．４ ９７．０ ９５．６ ９７．８ ９８．１ ９６．７ ９３．０ ９８．８ － ９７．１％

　　②　年齢構成� （令和６年３月３１日現在）
年齢 ６０～６９歳 ７０～７５歳 ７６～８０歳 ８１～８５歳 ８６～９０歳 ９１～９５歳 ９６歳以上 計 平均年齢
人数 １ ４ ７ １５ ２０ ２２ １２ ８１人 ８８．１歳

　　③　介護状況� （令和６年３月３１日現在）

区分

食事 入浴 トイレ動作 整容 更衣 椅子とベッド
間の移乗 歩行

自

立

一

部

介

助

全

介

助

自

立

一

部

介

助

全

介

助

自

立

一

部

介

助

全

介

助

自

立

一

部

介

助

全

介

助

自

立

一

部

介

助

全

介

助

自

立

見
守
り
介
助

座
れ
る
が
移
れ
な
い

全

介

助

自

立

歩

行

器

等

車
い
す
操
作
が
可
能

全

介

助

人数 32 32 17 0 36 45 5 25 51 10 44 27 7 34 40 4 24 29 24 1 9 32 39

　　④　身体拘束ゼロ・高齢者虐待防止への取り組み
　　　　身体拘束、高齢者虐待はなかった。
　　⑤　ケアプランに基づくサービスの提供
　　　ア　ケアプランの精度を高め、かつ実施度を上げることに努めた。
　　　イ　ケアカンファレンスを随時開催し、迅速なケアプランの見直しを行った。
　　　ウ　定期的なモニタリングを実施した。
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　　⑥　ユニットケアの実施
　　　　内容の充実を図った。
　　⑦　個別的ケアの実施
　　　ア　個別的な関わりを入所者に対して適時実施した。
　　　イ　個別的ケアでは、手浴、足浴、散歩、リハビリ、整容等を実施した。
　　⑧　入所者の安全と健康の確保
　　　ア�　安全衛生委員会を中心に、新型コロナウイルス、インフルエンザ、ノロウイルス、疥

癬、レジオネラ菌等の感染予防に努めた。
　　　イ　安定した健康状態の保持と早目の処置対応に努めた。
　　　ウ　健康診断の実施
　　　エ　インフルエンザ予防接種を入所者及び職員が受け、流行を防止できた。
　　　オ　嘱託医と協力病院との連携に努めた。
　　　カ　健康管理状況� （令和６年３月３１日現在）

区分 内 科 精神科 皮膚科 歯 科 整形外科 耳鼻科 眼 科 泌尿器科 婦人科 外 科 その他 計

服薬（実人数） 81 17 9 0 5 0 0 2 0 0 0 114人

通院（延人数） 12 1 1 3 6 0 6 23 6 21 9 88人

入院（延人数） 15 5 0 0 0 0 0 0 0 0 4 24人

計 108 23 10 3 11 0 6 25 6 21 13 226人

　　⑨　栄養管理
　　　ア�　他職種との協働で適切な栄養ケアマネジメント及び経口維持の取り組みを実施し、個

別の栄養管理を行った。
　　　イ　行事食の提供等
　　　　�　前年度から業者に給食の献立業務を委託し、季節に合わせた節句料理・お祝い膳等の

行事食を１１回、選択食を４５回入所者に提供した。
　　　ウ　飲酒の日の開催（毎週木曜日）
　　　エ　食事の種類
　　　　　一般食　普通食６２人（高栄養ゼリー、高栄養流動食含む）
　　　　　療養食　糖尿病食９人、膵炎食２人、心臓病食２人、経管栄養食７人　計８２人
　　　オ　食事形態� （令和６年３月３１日現在）

主食 ごはん 軟ごはん 全粥 ミキサー粥 ソフト粥 パン 計
人数 ２１ ６ ２８ ０ １２ ０ ６７人

副食 常食 キザミ食 極キザミ食 ミキサー食 計 うちソフト食併用者
人数 ２４ １６ ２３ ４ ６７人 １３人

流 動 食 高栄養ゼリー 高栄養流動食 経管栄養 計
人数 ２ ３ ７ １２人 ※うち食事併用者６人
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　　⑩　作業療法士によるリハビリテーション　　　　　　　　　　　（令和６年３月３１日現在）
項　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

評 　 価 １ ２ ２ ３ １ １ ０ ０ ２ ３ ４ ０ １９人 １．６人

個 　 別 ３９ ３８ ３０ ２３ ３０ ２８ ３３ ５ ４ ３８ １４ ３５ ３１７人 ２６．４人

そ の 他 ４ ０ ０ １ ０ １５ ８ ２ １ ２ ７ １ ４１人 ３．４人

福 祉用具 ３ ６ ３ ７ ４ １ ６ ２ ２ ４ ３ １０ ５１人 ４．３人

計 ４７ ４６ ３５ ３４ ３５ ４５ ４７ ９ ９ ４７ ２８ ４６ ４２８人 ３５．７人

　　⑪　行事・レクリエーション
　　　�　生活の潤いと楽しさを演出するため、新型コロナウイルスの感染防止を図りながら、次

の行事を実施した。
　　　ア　全体行事　　夏祭り、敬老会、芋煮会（それぞれ職員と入所者のみの参加）
　　　イ　季節行事　　花見、節句、七夕、紅葉狩り、クリスマス会、正月
　　　ウ　活　　動　　朝の体操、創作活動、書道、絵画等
　　　エ　レクリエーションワーカーによる各種レクリエーションの実施
　　⑫　各種会議の開催
　　　　入所者の処遇の安定と向上を図るため、次の会議及び委員会を開催した。（書面開催含む）
　　　・すげさわ経営会議　　１２回　　　・ユニット職員会議　　１０回
　　　・カンファレンス　　　２２回　　　・各種委員会の開催　　９８回
　　　・職員全体会議　　　　７回
　　⑬　入所決定会議の開催
　　　　次の入所者を選出するため、緊急性・透明性・公平性に留意し、年２回開催した。
　　⑭　災害訓練
　　　・総合防災訓練（地震・火災避難訓練） 　各１回　　　・部分訓練　　　　　　４回
　　　・防災機器、車椅子取り扱い講習　　　　　１回　　　・夜間想定避難訓練　　１回
　　　・防災設備自主点検　　　　　　　　　　　１２回　　　・通報招集訓練　　　　１回
　　⑮　実習生等の受け入れ
　　　・施設実習　４名　　　・介護初任者研修　１名
　　⑯　ボランティア活動（新型コロナウイルスの感染防止のため受け入れ中止）
　　　・不定期的活動　０人　　　年間延べ活動人数　０名
　　⑰　苦情解決
　　　　今年度は苦情がなかった。
　　⑱　家族会との連携
　　　・夏祭りや敬老会の共催は、新型コロナウイルスの感染防止のため自粛していただいた。
　　　・アンケート調査の実施
　　⑲　高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業（山形市委託事業）
　　　�　高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）に生活援助員を派遣し、入居者の安否確認、

生活相談を実施し、関係機関と連携に努め、入居者の安全安心な生活の確保に努めた。
　　　・市営南山形住宅（Ｅ棟）　３５世帯のうち、シルバーハウジング１０世帯
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　　　・市営南山形住宅（Ｇ棟）　３２世帯のうち、シルバーハウジング１０世帯
　　　ア　安否確認
　　　　　入居者の希望を考慮して確認の曜日を決め、電話又は訪問により安否確認を実施した。
　　　　〈Ｅ棟・Ｇ棟〉

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計
実施日数 ２０ ２０ ２２ ２０ ２２ ２０ ２１ ２０ ２０ １９ １９ ２０ ２４３日
電 　 話 ８０ ９７ ８４ ８９ ９１ ８７ ９９ ８９ ８４ ７８ ７６ ８０ １，０３４回
訪 　 問 １ ０ ２ ２ ２ １ ２ ３ ３ ２ １ １ ２０回
計 ８１ ９７ ８６ ９１ ９３ ８８ １０１ ９２ ８７ ８０ ７７ ８１ １，０５４回

　　　イ　生活相談
　　　　�　毎月相談日（月８時間）を設け、市営住宅の相談室において生活相談等を行った。生

活援助員では対応できない相談については、関係機関と協議して対応した。
　　　　〈Ｅ棟・Ｇ棟〉

内　　容
相　　談　　の　　形　　態

計
電　 話 訪　 問 相 談 日 そ の 他

医療・健康 ０ ０ ０ ０ ０件
福　　 祉 ０ ０ ０ ０ ０件
家　　 族 ０ ０ ０ ０ ０件
そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０件
計 ０ ０ ０ ０ ０件

　　　ウ　緊急対応
　　　　�　緊急時対応は「緊急時対応マニュアル」に基づき、電話及び訪問により速やかに状況

を確認し必要な対応を行った。夜間・休日の通報及び初期対応を警備会社に委託し、連
絡を受けた場合は職員が迅速に対応した。

　　　　〈Ｅ棟・Ｇ棟〉
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

実報（時間内） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０件

実報（時間外） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０件

誤報（時間内） ０ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ２ １ ２ ８件

誤報（時間外） ０ １ １ ３ １ ０ ２ １ １ ２ １ ３ １６件

計 ０ １ １ ４ ２ １ ２ １ １ ４ ２ ５ ２４件

　　　エ　一時的家事援助
　　　　〈Ｅ棟・Ｇ棟〉　０件
　　　オ　関係機関との連携
　　　　�　毎月、市長寿支援課に実績報告を行い、生活状況や介護の状態の悪化など困難なケー

スが発生した場合は、連携を図り対応した。
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　　　　〈Ｅ棟・Ｇ棟〉
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

包括支援センター ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０件
サービス業者 ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ４件
地域関係者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０件
長寿支援課 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ２件
住宅管理センター ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０件
そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０件

計 ０ ０ １ ０ １ ０ １ ０ ２ ０ １ ０ ６件

　２　菅沢荘ショートステイ（短期入所生活介護事業）
　　�　稼働率は、１０月に９０％を超えるも１年を通して７０％～８０％台で推移し、年間の平均稼働率
は８３．２％で前年度より１．１％上回った。１１月１５日～２９日と２月２２日～３月３日に複数の利用
者に新型コロナウイルスの感染が確認されたことから新規の受け入れを停止した。他部所で
の新型コロナウイルスの感染が確認された際は、ゾーニング等の感染防止対策を徹底した上
で営業を継続した。

　　①　利用状況
事業所名 菅沢荘ショートステイ 利用定員 １８名／日

事業種別 （介護予防）短期入所生活介護 目標値 稼働率９０％

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

営 業 日 数 ３０ ３１ ３０ ３１ ３１ ３０ ３１ ３０ ３１ ３１ ２９ ３１ ３６６日 －

本
年
度

延利用者数（人） ４６１ ４６２ ４２０ ４２４ ４８０ ４７４ ５２１ ４０６ ４６６ ４６５ ４４０ ４６０ ５，４７９人 ４５６．６人

稼 働 率（％） ８５．４ ８２．８ ７７．８ ７６．０ ８６．０ ８７．８ ９３．４ ７５．２ ８３．５ ８３．３ ８４．３ ８２．４ － ８３．２％

平均要介護度 ２．４ ２．５ ２．３ ２．４ ２．３ ２．３ ３．１ ３．０ ２．９ ２．６ ３．２ ２．２ － ２．６

前
年
度

延利用者数（人） ４４６ ４６３ ４３２ ４７９ ４４９ ３４９ ４１０ ４８１ ４４７ ４３７ ４９０ ５１１ ５，３９４人 ４４９．５人

稼 働 率（％） ８２．６ ８３．０ ８０．０ ８５．８ ８０．５ ６４．６ ７３．５ ８９．１ ８０．１ ７８．３ ９７．２ ９１．６ － ８２．１％

　　②　作業療法士によるリハビリテーション
項　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

評 　 価 ０ １ １ １ ２ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６人 ０．５人

個 　 別 ０ １ １ １ ２ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６人 ０．５人

運 動 療 法 １８８ １２５ １５４ ６１ １８４ １９６ ２７２ ４７ １２７ ２１６ １３５ ２３３ １，９３８人 １６１．５人

福 祉 用 具 １ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ２ ７ １ ２ １５人 １．３人

そ の 他 １３ ３ ５ １０ １０ ４ １ ８ ５ ０ １ ０ ６０人 ５．０人

計 ２０２ １３０ １６１ ７３ １９８ ２０３ ２７３ ５６ １３４ ２２３ １３７ ２３５ ２，０２５人 １６８．８人

　３　菅沢デイサービスセンター　通常型・認知症型（通所介護事業）
　　�　利用者の新型コロナウイルス感染による利用中止や、１２月の天井雨漏り修繕工事のための
利用制限の影響もあり、通常型の平均稼動率は６８．２％で前年度の６８．９％を下回った。認知症
型の平均稼働率は１８．２％で前年度の１７．１％と１．１％上回った。
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　　①　利用状況
事業所名 菅沢デイサービスセンター（通常型） 利用定員 ２５名／日

事業種別 通所介護、介護予防・日常生活支援総合事業（通所型サービス） 目標値 稼働率８５％

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

本
　
　
年
　
　
度

営 業 日 数 ２０ ２３ ２２ ２１ ２３ ２１ ２２ ２２ ２１ ２０ ２１ ２１ ２５７日 －

延利用者数（人） ３５４ ４０８ ４００ ３７５ ３８６ ３６５ ３７２ ３６３ ３０４ ３３５ ３６０ ３６１ ４，３８３人 ３６５．３人

１日平均利用（人） １７．７ １７．７ １８．２ １７．９ １６．８ １７．４ １６．９ １６．５ １４．５ １６．８ １７．１ １７．２ － １７．１人

稼 働 率（％） ７０．８ ７１．０ ７２．７ ７１．４ ６７．１ ６９．５ ６７．６ ６６．０ ５７．９ ６７．０ ６８．６ ６８．８ － ６８．２％

平均要介護度（総合事業除く） １．８ １．８ １．８ １．８ １．７ １．８ １．８ １．８ １．７ １．７ １．７ １．７ － １．８

前
年
度

延利用者数（人） ４１９ ４３１ ４３０ ４１０ ４３３ １７２ ３６７ ４０７ ３３８ ３２３ ３３６ ４１３ ４，４７９人 ３７３．３人

稼 働 率（％） ７９．８ ７８．４ ７４．８ ７８．１ ７５．３ ３１．３ ６９．９ ７４．０ ６１．５ ６４．６ ６７．２ ７１．８ － ６８．９％

事業所名 菅沢デイサービスセンター（認知症型） 利用定員 １０名／日

事業種別 （介護予防）認知症対応型通所介護 目標値 稼働率５０％

項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

本
　
年
　
度

営 業 日 数 ２５ ２７ ２６ ２６ ２７ ２５ ２７ ２６ ２５ ２４ ２５ ２６ ３０９日 －

延利用者数（人） ４１ ５５ ６５ ５２ ６２ ５０ ５４ ４７ ３９ ２８ ３５ ３３ ５６１人 ４６．８人

１日平均利用（人） １．６ ２．０ ２．５ ２．０ ２．３ ２．０ ２．０ １．８ １．６ １．２ １．４ １．３ － １．８人

稼 働 率（％） １６．４ ２０．４ ２５．０ ２０．０ ２３．０ ２０．０ ２０．０ １８．１ １５．６ １１．７ １４．０ １２．７ － １８．２％

平均要介護度（総合事業除く） １．８ １．８ ２．０ ２．０ ２．０ ２．１ ２．１ ２．５ ２．５ ２．７ ２．４ ２．４ － ２．２

前
年
度

延利用者数（人） ４３ ６３ ５７ ５１ ５４ ２０ ４５ ４５ ２９ ４４ ４１ ４１ ５３３人 ４４．４人

稼 働 率（％） １７．２ ２３．３ ２１．１ １９．６ ２０．０ ７．７ １７．３ １７．３ １１．２ １８．３ １７．１ １５．２ － １７．１％

　　②　機能訓練
　　　�　選択レクリエーションを行い、介護予防・日常生活支援総合事業においては、機能訓練

指導員が個別及び集団の機能訓練を実施した。
　　③　健康管理
　　　�　視診、血圧・体温測定（午前・午後２回）、体重測定、服薬の管理など利用者の健康管

理と指導を行った。また、新型コロナウイルスの感染防止のため、手洗い、手指消毒、換
気等をまめに行った。

　　④　家族との連携
　　　　連絡帳及び送迎時の情報交換を通して連携を密にし、信頼関係の形成に努めた。
　　⑤　関係機関との連携
　　　�　居宅介護支援事業所や地域包括支援センターとの連携を密にし、適切なサービスの提供

に努めた。また、自作のパンフレットやお便りの発行のほか、月２回ホームページを更新
し空き情報の提供に努めた。

　　⑥　栄養管理
　　　�　利用者の嗜好を大切にしながら、季節の行事食を織り交ぜて満足感の得られる食事の提

供に努めた。
　　　・季節に合わせたお祝い膳　　　・薪を焚いて作る芋煮会の実施
　　⑦　災害訓練
　　　　菅沢荘と合同で災害訓練を定期的に実施した。
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　　⑧　主な活動
４月 花見、誕生会 １０月 芋煮会、誕生会、紅葉狩り
５月 ドライブ、誕生会、運動会 １１月 誕生会、ショッピング
６月 ショッピング、誕生会 １２月 忘年会、誕生会
７月 あじさい見学、誕生会 １月 初詣、誕生会
８月 ハスの花見学　誕生会 ２月 誕生会、雛人形作成
９月 敬老会、出前寿司、誕生会 ３月 ショッピング、誕生会

　　⑨　苦情解決
　　　　今年度は苦情がなかった。
　　⑩　運営推進会議（認知症型）
　　　　９月と２月に開催し、２月は新型コロナウイルスの感染防止のため書面開催とした。

　４　山形西部地域包括支援センター
　　�　令和５年度は、社会福祉士２名、保健師２名、主任介護支援専門員１名、事務員１名の職
員６名体制で配置基準を満たし１年を通して運営することができた。

　　�　高齢者の単身・夫婦世帯や複合的な課題を抱える世帯が増える中、コロナ禍による交流減
少の影響か認知症の症状が進行した相談が増え、関係機関とのネットワークの構築により権
利擁護に努め、個別地域ケア会議を適宜開催しながら相談業務を行った。新規相談件数は、
前年度の４９０件を８％上回る５２９件、月平均４４．１件で年々増加している。重層的支援対象者で
ある６４才以下の方の実態把握の件数も年間１５件を数え、少なくない数字と考えている。

　　�　ネットワーク連絡会等の開催により、ウィズコロナの地域活動について地域住民や関係者
間で共有するとともに、地区関係者とこれからの地域づくりについて話し合った。また、住
民向け在宅療養の普及啓発のため、在宅医療・介護連携室ポピーと共同でツール開発を行っ
た『いっぷぐかーど』の普及に努めた。地区サロンにとどまらず、ホームページを見て他県
からも問い合わせがあった。山形市ケア調整会議にも取り上げられ、全市的に活用できるよ
う準備を進めている。

　　�　介護予防ケアマネジメントは、月平均２０６．８件で月々の変動はあるものの、総件数は２，４８１
件で前年度に比べて１８件の微増となった。

　　①　総合相談支援業務
　　　ア　相談関係

項 目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

新規相談（件） ９４ ５４ ５０ ３９ ４７ ４０ ４４ ２５ ４４ ３４ ２６ ３２ ５２９件 ４４．１件

連絡調整（件） ７１２ ６９３ ７２５ ７０８ ８１２ ７６６ ７３４ ６５５ ６９４ ６３５ ６２０ ７４３ ８，４９７件 ７０８．１件

実態把握（件） ３６ ３２ ３５ ２６ ３３ ２９ ３３ ２７ ２３ ３５ ２０ ２８ ３５７件 ２９．８件

　　　イ　介護予防の講話等
　　　　・地域のサロン（４５回）
　　　　・南山形健康講話（９回）、福祉道場（２回）、打合わせ（３回）
　　　　・西山形はつらつ元気教室（２回）、打合わせ（５回）
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　　　　・本沢備える研修（１回）、打合わせ（１回）
　　　　・山形市認知症予防教室（３回１クール）１地区南山形
　　　　・本沢地区介護予防重点事業（３回１クール）２サロン
　　　ウ　地域との連携
　　　　・包括支援センターネットワーク連絡会開催、各地区ネットワーク連絡会（５地区）
　　　　・地域福祉推進会議（２回）、協力員等研修会（１１回）、地区関係者研修会行事等（４回）
　　　　・民生児童委員定例会／丸ごと相談会参加（３５回）
　　　　・民生児童委員個別情報交換（３回）
　　　　・地域密着型運営推進会議（１３回）ＧＨ・小規模多機能・地域密着型デイ
　　　　・西山形介護者サロンいっぷぐ会（１０回）
　　　　・本沢元気もりもり応援隊派遣調整（１７回）
　　　　・�認知症カフェ（市営南山形住宅／１１回、カフェ・オキナグサ再開にむけた打合わせ／

４回）
　　　　・百歳体操後方支援（３３回）大曽根・村木沢・双葉・にしにし会（新規立ち上げ）
　　　　・認知症サポーター養成講座（３回）サロン・南山形商工会・西山形小
　　　　・地域交流バス検討会（村木沢あじさいバス３回・南部線５回）
　　　　・いっぷぐかーど関連の打合わせ・広報（９回）
　　　エ　広報活動
　　　　・センターだよりの発行（４回）
　　　　・ツナガル大曽根の発行（２回）
　　②　権利擁護業務
　　　・成年後見制度等への対応（１件）
　　　・高齢者虐待等への対応（７件）
　　　・困難事例への対応（２１件）
　　③　包括的・継続的ケアマネジメント支援業務
　　　・居宅介護支援事業所連絡会開催（２回）／幹事会（２回）
　　　・介護支援専門員等への個別支援（６件）　
　　　・本沢地区福祉施設相談員情報交換会（１回）
　　　・個別地域ケア会議（７回）
　　　・自立支援ケア会議（６回、うち包括主催４回）
　　④　介護予防ケアマネジメント業務等

項　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

予 防 給 付（件） １１３ １１７ １１５ １１６ １１４ １１８ １１７ １１７ １１５ １１５ １１５ １２１ １，３９３件 １１６．１件

（うち委託件数） ３２ ３４ ３４ ３５ ３４ ３３ ３２ ３２ ３４ ３３ ３３ ３３ ３９９件 ３３．３件

総 合 事 業（件） ９９ ９６ ８９ ９２ ９０ ８７ ８８ ９０ ８８ ９１ ９１ ８７ １，０８８件 ９０．７件

（うち委託件数） ７ ６ ７ ８ ８ ６ ８ ７ ８ ９ ９ ９ ９２件 ７．７件

認 定 調 査（件） ８ ６ ２ ３ ６ ７ ７ ０ ６ ５ ７ ４ ６１件 ５．１件

住 宅 改 修（件） ０ ０ ０ ０ ０ ７ ０ ０ ０ ０ ０ ８ １５件 １．３件
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　　⑤　苦情解決
　　　　苦情なし

　５　居宅介護支援事業所すげさわ
　　�　介護支援専門員３名体制で居宅介護支援事業を行い、サービス提供事業所と連携を図り、
契約者のニーズに沿った適切なケアプランの作成に努めた。

　　�　請求件数については、全体で１，４４４件と前年度と同等ではあったが、予防受託分を介護カ
ウントに換算（予防１件＝介護１／２換算）すると実績件数は１３６６．５件、月平均は１１３．８件
であった。介護支援専門員１人当たりの担当件数は３７．９件となった（前年度は３９．１件）。

　　�　令和６年度介護報酬改定に伴い、介護支援専門員１人当たりの取扱件数が見直され、指定
介護予防支援の提供を受ける利用者数の取扱件数（＝上記介護カウント）もこれまでの２分
の１換算から３分の１換算になるため単純比較が難しくなる。介護給付の件数増が求められ
ることとなるが、一人ひとりに対する丁寧なケアマネジメントと特定事業所加算Ⅲの算定の
維持を基本として相談の受け入れを行っていく。

　　①　ケアプラン作成
事業所名 居宅介護支援事業所すげさわ 利用定員 １１７名

事業種別 居宅介護支援 目標値 実績件数１，２６０件

項　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

介 護 給 付（件） １１０ １１２ １０７ １０９ １０６ １０８ １０５ １１０ １０９ １０９ １１１ １１０ １，３０６件 １０８．８件

予 防 給 付（件） ９ ９ １０ １０ １１ １１ １１ １０ １０ １０ １０ １０ １２１件 １０．１件

総 合 事 業（件） １ １ ２ ２ １ １ １ １ １ ２ ２ ２ １７件 １．４件

計 １２０ １２２ １１９ １２１ １１８ １２０ １１７ １２１ １２０ １２１ １２３ １２２ １，４４４件 １２０．３件

前年度件数 １１９ １２５ １２５ １２２ １２５ １１７ １１７ １１８ １１９ １１９ １１６ １２１ １，４４３件 １２０．３件
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Ⅵ　養護老人ホームあたご荘
　�　令和５年５月に新型コロナウイルス感染症の分類が５類に引き下げられたが、引き続き感染
症対策を徹底して行いながら、入所者が安全・安心な生活が送ることができるよう処遇に当た
るとともに各種行事の再開を行った。また、業務継続計画及び虐待防止指針等を策定し、次年
度からの対応が遅滞なく図られるよう整備を行った。
　�　入退所に関しては、各市町及び関係機関との連携に努めたが、入所は０件であった。死亡や
措置解除等により１１名が退所し、令和５年度末の入所者数は６８名となっている。
　⑴　入所者の状況
　　①　入退所状況

事業所名 養護老人ホームあたご荘 入所定員 １００名

事業種別 養護老人ホーム、外部サービス利用型特定施設 目標値 －

項　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

本
年
度

入 所 者 数（人） ７８ ７８ ７７ ７６ ７６ ７５ ７５ ７５ ７３ ７０ ７０ ６８ ８９１人 ７４．３人

新 規 入 所（人） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０人 ０．０人

退 所 者 数（人） １ ０ １ １ ０ １ ０ ０ ２ ３ ０ ２ １１人 ０．９人

入 所 率（％） ７８．０ ７８．０ ７７．０ ７６．０ ７６．０ ７５．０ ７５．０ ７５．０ ７３．０ ７０．０ ７０．０ ６８．０ － ７４．３％

要支援・要介護者数（人） ５２ ５３ ５２ ５１ ５１ ５０ ５０ ５２ ５１ ４９ ４９ ４８ ６０８人 ５０．７人

外部サービス契約者数（人） ３１ ３２ ３１ ３１ ２９ ２８ ２８ ２８ ２７ ２６ ２７ ２６ ３４４人 －

前
年
度

入 所 者 数（人） ８４ ８３ ８３ ８５ ８３ ８５ ８３ ８２ ８１ ８０ ８０ ７９ ９８８人 ８２．３人

入 所 率（％） ８４．０ ８３．０ ８３．０ ８５．０ ８３．０ ８５．０ ８３．０ ８２．０ ８１．０ ８０．０ ８０．０ ７９．０ － ８２．３％

　　　　※「入所者数」は毎月末日現在の人数、「外部サービス契約者数」は入院者を除いた人数

　　　ア　入所者の前の状況　　　　　　　　　　　 イ　退所者の状況
事由 男性 女性 計 事由 男性 女性 計

他施設・病院 0 0 0人 他施設入所等 ０ ４  ４人
自　宅 0 0 0人 死　亡 ４ ３  ７人
計 0 0 0人 計 ４ ７ １１人

　　②　在所期間� （令和６年３月３１日現在）
性別／期間 ～１年 １～４年 ５～９年 １０～１４年 １５～１９年 ２０～年 計 平均期間
男 ０ １０ １２  ２ ０ ０ ２４人 ５年11か月
女 ０ １３ １９ １０ １ １ ４４人 ７年７か月
計 ０ ２３ ３１ １２ １ １ ６８人 ７年０か月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※最長在籍２２年１０か月

　　③　年齢構成� （令和６年３月３１日現在）
性別／年齢 ６５～６９歳 ７０～７４歳 ７５～７９歳 ８０～８４歳 ８５～８９歳 ９０～９４歳 ９５歳以上 計 平均年齢
男 ０ １１  ６  ３  ２ ２ ０ ２４人 ７７歳
女 ０  ４ １１  ７  ９ ８ ５ ４４人 ８４歳
計 ０ １５ １７ １０ １１ １０ ５ ６８人 ８２歳

※最年長者　１０１歳
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　　④　措置者の人数枠と入所者数� （令和６年３月３１日現在）
市・町（枠） 男性 女性 計 市・町（枠） 男性 女性 計
山 形 市（８６） ２２ ４２ ６４人 山 辺 町（４）  ０  １  １人
天 童 市（３）  ２  ０  ２人 中 山 町（３）  ０  １  １人
東 根 市（２）  ０  ０  ０人 河 北 町（１）  ０  ０  ０人
寒河江市（１）  ０  ０  ０人 計（１００） ２４ ４４ ６８人

　　⑤　要支援・要介護者及び外部サービス利用者の状況� （令和６年３月３１日現在）
介 護 度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計
人　数 5 11 17 8 3 3 1 48人

外部サービス契約者 0 5 12 7 3 3 1 31人
訪問介護 0 3 9 7 2 1 1 23人
通所介護 0 1 4 3 1 0 0 �9人
訪問入浴 0 1 2 0 0 1 0 �4人
福祉用具貸与 0 2 5 7 2 1 1 18人
訪問リハビリ 0 1 0 0 1 1 0 �3人

　　⑥　老人一時入所者の利用状況（ショートステイ）
経済的状況 入所実人員 入所延日数 平均利用日数 うち措置入所した人数（令和５年度中）
生活保護世帯  １人  ２１日  ２１日 ０人
その他の世帯  ６人 ８０４日 １３４日 ０人

計  ７人 ８２５日 － ０人

　　　　※令和６年３月３１日現在一時入所者４人（その他の世帯）

　　⑦　無年金者　４人
　　⑧　障がい者手帳所持者　２０人
　　　ア　身体障がい　１０人　　イ　精神障がい　６人　　ウ　療育手帳（知的障がい）　４人
　　⑨　各種疾患に伴う主な定期・不定期受診者� （令和６年３月３１日現在）

疾患名（精神） 人数 疾患名（内科） 人数 疾患名（その他） 人数
認 � 知 � 症 １９人 高 血 圧 症 ４４人 脳 血 管 疾 患 １５人
統 合 失 調 症 １０人 心 臓 疾 患 ２２人 白 � 内 � 障 １６人
躁 う つ 病 �２人 便 � 秘 � 症 ２３人 骨 粗 鬆 症 �８人
睡 眠 障 害 １６人 悪 性 新 生 物 １２人 皮 膚 疾 患 １５人
て ん か ん  ２人 高 脂 血 症 １４人 前 立 腺 疾 患  ５人

糖   尿   病  ８人 腰 痛 ･腰 椎 症  ５人
気 管 支 喘 息  ５人

　　⑩　入院状況
精神科 内科 外科 循環器科 その他 計 平均入院日数

人数 9 6 2 0 5 22人 131日

　　　　※令和６年３月３１日現在の入院者７人

　　⑪　面会状況
　　　　感染防止を考慮しながら予約制で実施した。（延入所者５５人に７３人の面会あり）
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　⑵　援助活動
　　①　主な行事等

４月 １０月 七夕飾り　バス旅行
夏まつり納涼週間

５月 端午の節句のつどい １１月 教養人生講話会

６月 県老施協通信輪投げ大会
笹巻づくり １２月 敬老祝賀会

７月 芋煮会　
バス旅行 １月 新年祝賀会　新春喫茶

健康安全祈願祭　だんご木刺し

８月 紅葉狩り ２月 節分のつどい
フラダンス講習会

９月 クリスマスのつどい
年末行事 ３月 ひな祭りのつどい

教養人生講和会

　　　　※買い物ツアー（４～６月／９～１１月）車窓ツアー（６月、１０月）

　　②　クラブ活動等
クラブ名 きれいにし隊 映写会 大人の塗り絵 フラダンス講習会 ワナゲクラブ 生け花 合計
回数 ４３回 ２３回 １２回 ４回 ３８回 ２回 １２２回
人数 ２２８人 ３４１人 １１６人 ８８人 ３６８人 １８人 １，１５９人

　　　　※入所者の自立支援のため「百歳体操」、「荘内ウォーキング」、「夕方のラジオ体操」を毎日実施した。

　⑶　食　　事
　　�　新型コロナウイルスの感染防止対策を講じながら、季節が感じられ「やまがた」の特徴を
生かした変化のある献立にするとともに、入所者の高齢化に伴う嚥下機能の低下に対応した
食事を提供した。

　　①　選択食（週２回実施）
　　②　お祝い膳（新年祝賀会、敬老祝賀会）
　　③　季節献立（ぼたもち、寿司、芋煮、クリスマスメニュー）
　　④　季節行事の献立（甘酒、お汁粉、恵方巻ロール）
　　⑤　食事委員会の開催（献立、新メニュー、食席等の検討）
　　⑥　アンケートの実施（満足度の把握、意見・要望の聴取）
　　⑦　食事形態

主　　　食 副　　　食
ごはん 全　粥 普　通 刻　み 極刻み
36人 32人 33人 17人 18人

　　　　※アレルギー等の対応食３６人、減塩食５人、糖尿食５人

　⑷　健康及び衛生管理
　　①　往診（医師の出張診療）
　　　　内科（月２回）　精神科（月２回）　皮膚科（月１回）　整形外科（月１回）
　　②　訪問歯科診療（月２回）　要介護認定該当者
　　③　健康診断（年２回）　５月、１２月（血液、尿検査）
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　　④�　インフルエンザ予防接種（１１月）、肺炎球菌予防接種（２月）、新型コロナウイルスワク
チン接種（随時）

　　⑤　機能訓練（毎朝の百歳体操の実施）
　　⑥　口腔ケア（介助を要する入所者へ実施）
　　⑦　体重測定（毎月１回）及び血圧測定（毎月２回）
　　⑧　感染症対策委員会（嘔吐物処理研修、感染症予防対策）
　⑸　災害及び事故防止対策
　　①　防災訓練
　　　・土砂災害想定の避難訓練（避難確保計画による避難経路確認）　　　　� ６月２０日
　　　・火災想定の避難訓練（消火訓練）　　　　　　　　　　　　　　　　　� ９月２６日
　　　・夜間想定の避難訓練（非常連絡網による伝達訓練）　　　　　　　　　� １１月１７日
　　　・地震想定の避難訓練（避難及び通報訓練、消火訓練）　　　　　　　　� ３月１４日
　　②　毎月の安全点検（居室・廊下等）
　　③　防災委員会（訓練内容の検討・実施、課題の改善）
　　④　リスクマネジメント委員会（毎月開催、事故防止対策の検討・周知）
　⑹　職員研修
　　　職員のスキルアップ及び入所者へのサービス向上を図るため、職員内研修を実施した。
　　・年度内の事業について（１回）　　　・各委員会の計画（１回）
　　・感染症について（１回）　　　　　　・吐物処理実技研修（２回）
　　・ＡＥＤ研修（１回）　　　　　　　　・メンタルヘルス研修（２回）
　　・熱中症について（１回）　　　　　　・事故防止について（１回）
　　・身体拘束について（２回）　　　　　・高齢者虐待について（１回）
　　・外部研修報告会（２回）　　　　　　・入所者アンケート集計（１回）
　　・荘長と語る会まとめ報告（１回）　　・個別ケース検討（２３回）
　⑺　荘長と語る会　（荘内をブロックに分けて４回実施）
　⑻　アンケートの実施（施設の生活等及び食事について　各１回実施）
　⑼　あたご荘親睦会（６回）　入所者へ年間の行事説明、意見交換
　⑽　介護等体験受け入れ（１０名）
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Ⅶ　ヘルパーステーションあたご
　�　各種疾患や障がいの程度により、要支援・要介護の認定を受けたあたご荘入所者のうち、利
用契約を締結した方を対象に、下記のとおり身体介護サービスを提供した。サービスの提供に
あたっては、感染症の予防に留意しながらケアに当たった。また、業務継続計画及び虐待防止
指針等を策定し、次年度からの対応が遅滞なく図られるよう整備を行った。
　�　年間利用者数は、要支援者を含め３１５人で目標の４２０人を達成することができなかった。その
要因としては、あたご荘退所者１１名のうち６名が、ヘルパーステーションあたごの利用者だっ
たことが挙げられる。また、入院者が多く、入院期間も長期間になる利用者が多かった。
　�　また、適切なサービスの提供や感染防止対策のため、あたご荘職員と合同で研修を行い、職
員のスキルアップを図った。
　　①　サービスの提供状況
　　　ア　要介護者

事業所名 ヘルパーステーションあたご 利用定員 ４０名

事業種別 訪問介護、介護予防・日常生活支援総合事業（訪問型サービス） 目標値 年間利用者数４２０人

項　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

要介護認定者（人） ３５ ３７ ３５ ３３ ３３ ３２ ３２ ３４ ３４ ３２ ３３ ３２ ４０２人 ３３．５人

訪問介護サービス利用者（人） ２５ ２６ ２６ ２６ ２５ ２４ ２３ ２２ ２２ ２０ ２０ ２０ ２７９人 ２３．３人

排 泄 介 助 １８ １８ １８ １７ １８ １７ １７ １６ １６ １４ １３ １３ １９５人 １６．３人

入 浴 介 助 ２０ １８ １８ １９ １９ １７ １７ １６ １６ １７ １７ １７ ２１１人 １７．６人

口 腔 ケ ア ６ ６ ６ ６ ５ ６ ６ ６ ７ ５ ４ ４ ６７人 ５．６人

食 事 介 助 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０人 ０．０人

計 ４４ ４２ ４２ ４２ ４２ ４０ ４０ ３８ ３９ ３６ ３４ ３４ ４７３人 ３９．４人

前 年 度 ４５ ４４ ４４ ４４ ４２ ４２ ４３ ４２ ４３ ３９ ３７ ３９ ５０４人 ４２．０人

　　　イ　要支援者
項　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

要支援認定者（人） １７ １６ １７ １８ １８ １８ １８ １８ １７ １７ １６ １６ ２０６人 １７．２人

訪問介護サービス利用者（人） ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３６人 ３．０人

入 浴 介 助 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３６人 ３．０人

前 年 度 ５ ４ ６ ６ ６ ５ ４ ４ ５ ５ ４ ４ ５８人 ４．８人
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Ⅵ　たきやま地域包括支援センター
　�　令和５年度は、新型コロナウイルスが５類感染症に移行したことに伴い、停滞していた地域
活動が活性化し、講師派遣の依頼が増え、地域の方々と顔が見える活動を行うことができた。
講義等を通して、地区役員をはじめ多くの方からフレイル（虚弱）予防の重要性・必要性を理
解していただき、各町内への広がりを図った。また、業務継続計画書及び高齢者虐待防止指針
等を策定し、次年度に向けての体制の整備を行った。
　�　相談実績の件数は前年度より増加し、特に介護保険関係や総合事業の相談件数が増えている。
介護予防マネジメントの実績件数は、過去最高の件数となった。滝山地区は市内最多の人口と
高齢者数で、将来の高齢者数が大幅に増加する見込みであることから、今後多岐にわたる相談
や援助を行うため、職員のスキルアップと多機関協働で円滑に支援できるよう情報交換に努め
た。
　　①　総合相談支援業務
　　　ア　相談実績

項 目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

新規相談（件） ３６ ３５ ３１ ２２ ３１ ３７ ２７ ３４ ３４ ２７ ２６ ２７ ３６７件 ３０．６件

連絡調整（件） ５６０ ６８３ ７２０ ５７８ ６５４ ７５８ ８３０ ６８８ ６０４ ５９９ ６１４ ６２６ ７，９１４件 ６５９．５件

実態把握（件） １８ ２５ ２２ １３ １８ ３３ １６ ２６ １７ ２５ ２５ ２９ ２６７件 ２２．３件

　　　　・いきいきサロンや介護予防教室での相談窓口の開設（２７回）
　　　イ　地域との連携
　　　　・民生委員定例会（１２回）
　　　　・福祉協力員大会・研修会（３回）、地区代表者会議（４回）、福祉協力員三役会（７回）
　　　　・滝山地区福祉推進会議（１回）
　　　　・滝山地区介護予防のつどい（１３回）
　　　　・三者懇談会（６回）　
　　　　・青少年健全育成協議会（１回）
　　　　・我が事、まるごと地域づくり（３回）
　　　　・滝山絆づくり（５回）
　　　ウ　介護予防事業
　　　　・介護予防教室（フレイル予防）５回
　　　　・介護予防に関する講話・周知啓発（サロン、介護予防教室、センターだより等３５回）
　　　　・通いの場・サロン等の継続支援（コロナ感染予防・体力測定７回）
　　　エ　広報活動
　　　　・包括支援センターだより「あんしん定期便」の発行（６回）
　　　　　※全戸配布１回、回覧５回
　　　　・公式ＬＩＮＥの配信（８回）
　　②　権利擁護業務
　　　・権利擁護に関する周知啓発（成年後見制度、高齢者虐待、消費者被害等２３回）
　　　・成年後見制度申立支援（４件）
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　　　・高齢者虐待への対応（１件）
　　　・困難ケースへの対応（３件）
　　③　包括的・継続的ケアマネジメント業務
　　　・滝山地区居宅介護支援事業所連絡会（オンライン開催７回、事例検討会２回）
　　　・�滝山地区小規模多機能型居宅介護支援事業所連絡会（開催２回、オンライン開催２回、

事例検討会１回）
　　　・自立支援型地域ケア会議（４事例）
　　　・個別地域ケア会議（２回）
　　　・介護支援専門員への個別支援（１回）
　　④　介護予防ケアマネジメント業務
　　　ア　実績件数

事業所名 たきやま地域包括支援センター 利用定員 －名

事業種別 介護予防支援 利用定員 －

項　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

予 防 給 付（件） １０８ １０８ １１９ １１７ １１８ １２０ １１６ １２１ １２０ １２３ １１９ １１８ １，４０７件 １１７．３件

（うち委託件数） ４１ ３９ ３９ ４３ ４３ ４４ ４４ ４６ ４８ ５１ ４７ ４５ ５３０件 ４４．２件

総 合 事 業（件） １０８ １０５ １０４ １０５ １１０ １１５ １１７ １１２ １１４ １２０ １１２ １０９ １，３３１件 １１０．９件

（うち委託件数） １４ １５ １５ １５ １５ １５ １４ １５ １５ １９ １７ １６ １８５件 １５．４件

認 定 調 査（件） ９ ５ ４ ４ ６ ６ ５ １ ４ ７ ４ １ ５６件 ４．７件

住 宅 改 修（件） ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ３件 ０．３件

　　⑤　認知症支援
　　　・認知症カフェ「ほっこりカフェ・ぽんぽんカフェ」（６回）
　　　・認知症サポーターによる講話（１回）
　　　・認知症初期集中支援チーム（認知症対応、同行訪問、センターだよりでの活動紹介）
　　　・認知症地域支援推進員（認知症カフェ、認知症予防教室開催に向けた連携）
　　⑥　関係機関等との連携
　　　・�生活支援コーディネーター（バスの乗り方講習会２回、通いの場の立ち上げ、地域ニー

ズの把握、事業の周知・広報）
　　　・こども・高齢者見守り連絡所（介護保険サービス事業所、新聞販売所等２９か所）
　　　・在宅医療・介護連携室ポピー（人生会議の啓発、医療機関訪問）
　　　・�多機関協働支援センターとの連携（複雑・多様化した家族問題の相談）、連絡会（１２回）、

研修参加（１回）
　　　・�小規模多機能型居宅介護、地域密着型介護老人福祉施設、グループホーム運営推進会議

（通常開催２７回、書面開催２回）
　　　・東北芸術工科大学生による地域高齢者と若者の交流会の立ち上げ相談等（２回）
　　　・看護学校からの実習生の受け入れ（２名）
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Ⅸ　居宅介護支援事業所たきやま
　�　利用者や家族との信頼関係の構築に努め、自分らしく自立した生活を継続できるよう支援し
た。地域包括支援センターや関係機関と連携した支援を行うとともに、圏域の居宅介護支援事
業所との連絡会や研修会に参加し、質の高いケアマネジメントの提供につなげた。また、山形
市より高齢者個別避難計画作成モデル事業の地区として依頼があり、計画策定業務を行うとと
もに、次年度に向け業務継続計画書及び高齢者虐待防止を策定し、体制の整備を行った。
　�　事業所の安定経営を図るため、令和５年７月より職員１名を採用し、３名体制での事業を実
施し、契約件数の増加に努めたが、３名体制の遅れや施設への入所者が増えたことなどから請
求件数は８４８件と目標値には届かなかった。引き続き、家族の支援も考慮しながら、実績件数
の増加・確保に努める。
　　①　ケアプラン作成

事業所名 居宅介護支援事業所たきやま 利用定員 －名

事業種別 居宅介護支援 目標値 実績件数１２００件

項　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

介護給付（件） ６６ ５７ ６１ ６０ ５９ ６１ ６７ ６３ ６７ ６５ ６７ ６８ ７６１件 ６３．４件

予防給付（件） ５ ５ ５ ５ ５ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ５ ６６件 ５．５件

総合事業（件） １ １ １ １ １ １ １ ２ ３ ３ ３ ３ ２１件 １．８件

計 ７２ ６３ ６７ ６６ ６５ ６８ ７４ ７１ ７６ ７４ ７６ ７６ ８４８件 ７０．７件

前年度 ５７ ５８ ６４ ７０ ６７ ６７ ７１ ６２ ７３ ７３ ６６ ６５ ７９３件 ６６．１件

　　②　更新調査
項　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

調 査 件 数 ７ ３ ２ ４ ３ ５ １ ３ ６ ４ ２ ２ ４２件 ３．５件
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Ⅹ　銅町デイサービスセンター
　�　令和５年度の延利用者数は４，９２３人で令和４年度に比べ２１４人増加したが、稼働率は５２．９％で
目標とした７５％を下回った。新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ移行したことにより、
居宅介護支援事業所や地域包括支援センターと積極的な情報交換を行い、新規利用者の確保に
努めたが、体調を崩して入院される方やフレイルの進行により通所が困難で施設入所された方
など利用休止・停止の方も多く見られ、大幅な利用者数の増加を図ることができなかった。
　　①　利用状況

事業所名 銅町デイサービスセンター 利用定員 ３０名／日

事業種別 通所介護、介護予防・日常生活支援総合事業（通所型サービス） 目標値 稼働率７５％

項　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 月平均

本
年
度

営 業 日 数 ２５ ２７ ２６ ２６ ２７ ２６ ２７ ２６ ２５ ２４ ２５ ２６ ３１０日 －

延利用者数（人） ３８２ ３９８ ４０３ ３８３ ４５５ ４２１ ４４９ ４１０ ４０１ ３８６ ４２２ ４１３ ４，９２３人 ４１０．３人

１日平均利用（人） １５．３ １４．７ １５．５ １４．７ １６．９ １６．２ １６．６ １５．８ １６．０ １６．１ １６．９ １５．９ － １５．９人

稼 働 率（％） ５０．９ ４９．１ ５１．７ ４９．１ ５６．２ ５４．０ ５５．４ ５２．６ ５３．５ ５３．６ ５６．３ ５２．９ － ５２．９％

平均要介護度 ２．３ ２．５ ２．６ ２．４ ２．４ ２．２ ２．２ ２．０ １．８ １．８ １．９ １．９ － ２．２
前
年
度

延利用者数（人） ４２１ ４２４ ４２２ ４２９ ３５０ ４２６ ４２０ ３９３ ３６７ ３０７ ３５１ ３９９ ４，７０９人 ３９２．４人

稼 働 率（％） ５６．１ ５２．３ ５４．１ ５５．０ ５３．０ ５４．６ ５３．８ ５０．４ ４７．１ ４６．５ ４８．８ ４９．３ － ５１．８％

　　②　利用者確保対策
　　　�　近隣の居宅介護支援事業所や地域包括支援センターに働きかけ、新規利用者の確保を図

るとともに、隣接する高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）の入居者の利用開拓に努
めた。

　　③　ケアプランに添ったサービスの提供
　　　　ケアプランに基づき通所介護計画書等を作成し、利用目的を達成できるよう努めた。
　　④　健康管理
　　　ア　視診・血圧・体温の測定、服薬の管理等による健康管理と健康指導を行った。
　　　イ�　レジオネラ属菌検査（年２回）や残留塩素濃度の測定を行い、浴槽水の衛生管理に努

めた。
　　　ウ�　マスクの着用、施設設備の消毒の徹底により、引き続き新型コロナウイルスの感染防

止に努めた。
　　⑤　家族との連携
　　　　連絡帳の活用や送迎時の情報交換等で連携を図り、信頼関係の維持・形成に努めた。
　　⑥　関係機関との連携
　　　　居宅介護支援事業所・地域包括支援センターと連携し、適切なサービスを提供した。
　　⑦　栄養管理
　　　ア�　これまで給食業務を委託してきた業者の撤退に伴い、令和５年１０月から別の業者に業

務を委託したが、混乱もなく継続して利用者に給食を提供することができた。
　　　イ�　毎月給食委員会を開催し、家庭の味を大切に食べる楽しみと季節が感じられる食事の

提供を行った。
　　⑧　主な活動
　　　ア　誕生会（毎月第４週を基本に１週間）
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　　　イ　季節の行事（節分、雛祭り、観桜会ドライブ、夏祭り、紅葉ドライブ、クリスマス等）
　　　ウ　全体レクリエーション（頭の体操、すごろくゲーム等）
　　　エ　個人レクリエーション（将棋、トランプ、オセロ、ちぎり絵、書道、創作活動等）
　　⑨　利用者家族及び地域への広報
　　　　センターだより「あかしや」を毎月、「せせらぎ｣ を年１回発行した。
　　⑩　地域交流
　　　�　令和５年度はコロナ禍のため中止していた地域のボランティア、慰問団及び介護体験学

習の受け入れを再開した。なお、地域交流室は発熱や体調不良を訴える利用者の療養に使
用した。

　　⑪　災害訓練
　　　ア　避難訓練、消火訓練及び通報訓練の実施（各１回）、消防用設備等の点検（年２回）
　　　イ　緊急時対応の体制確立
　　　ウ　業務継続計画の策定及び必要な体制の整備
　　⑫　職員研修
　　　ア　外部研修　３件
　　　イ　内部研修　１件　９名
　　⑬　苦情解決の取り組み
　　　ア　「ご意見箱」の設置
　　　イ　センターだよりによる苦情受付体制の周知
　　　ウ　利用満足度調査アンケートの実施（年２回）
　　　エ　苦情　０件
　　⑭　虐待防止のための措置
　　　　指針の策定、委員会の設置及び担当者の配置など虐待防止を推進する体制を整備した。
　　⑮　高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業（山形市委託事業）
　　　�　高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）に生活援助員を派遣して、入居者の安否確認、

生活相談を実施し、関係機関と連携しながら、入居者の安全安心な生活の確保に努めた。
　　　・市営銅町住宅　　１１８世帯のうち、シルバーハウジング３６世帯
　　　・市営薬師町住宅　　６０世帯のうち、シルバーハウジング１８世帯
　　　ア　安否確認
　　　　�　平日は毎日実施を基本に、入居者と相談して確認の曜日を決め、電話又は訪問等で安

否を確認し、併せて健康状態の把握を行った。
　　　〈銅町住宅〉

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

実 施 日 数 ２０ ２０ ２２ ２０ ２２ ２０ ２１ １８ ２１ １９ １９ ２０ ２４２日

電 話 １９７ ２２１ ２１３ ２０８ ２１５ １７５ ２１７ １９５ ２３３ ２１６ １８９ ２０８ ２，４８７回

訪 　 問 １ １ １ １ １ ０ ０ ０ １ １ １ １ ９回

計 １９８ ２２２ ２１４ ２０９ ２１６ １７５ ２１７ １９５ ２３４ ２１７ １９０ ２０９ ２，４９６回
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　　　〈薬師町住宅〉
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

実 施 日 数 ２０ ２０ ２２ ２０ ２２ ２０ ２１ ２０ ２１ １９ １９ ２２ ２４６日

電 話 ６２ ７８ ６４ ７２ ８０ １２４ ８９ ７３ ７７ ８６ ７４ ７２ ９５１回

訪 　 問 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １回

計 ６２ ７８ ６４ ７２ ８０ １２５ ８９ ７３ ７７ ８６ ７４ ７２ ９５２回

　　　イ　生活相談
　　　　�　毎月予約制による相談日を設け、各市営住宅の相談室や自室で入居者からの生活相談

に応じた。生活援助員では対応困難な相談内容については、関係機関と協議の上対応し
た。

　　　〈銅町住宅〉

内容
相談の形態

計
電 話 訪 問 相 談 日 そ の 他

医療・健康 ０ ０ ０ ０ ０件
福　　 祉 ０ ０ ０ ０ ０件
家　　 族 ０ ０ ０ ０ ０件
そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０件
計 ０ ０ ０ ０ ０件

　　　〈薬師町住宅〉

内容
相談の形態

計
電 話 訪 問 相 談 日 そ の 他

医療・健康 ０ ０ ０ ０ ０件
福　　 祉 ０ ０ ０ ０ ０件
家　　 族 ０ ０ ０ ０ ０件
そ の 他 ０ ０ １ ０ １件
計 ０ ０ １ ０ １件

　　　ウ　緊急時対応
　　　　�　緊急時対応は「緊急時対応マニュアル」に基づき、電話又は訪問により速やかに状況

を把握し、迅速適正に対応した。夜間・休日の通報及び初期対応を警備会社に委託し、
連絡を受けた場合は職員が迅速に対応した。

　　　〈銅町住宅〉
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

実報（時間内） ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １件

実報（時間外） ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ３件

誤報（時間内） ０ ０ １ ６ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ １０件

誤報（時間外） ３ ２ ０ ２ ２ ２ ４ ３ ６ ６ ２ ０ ３２件

計 ３ ２ １ ８ ３ ２ １０ ３ ６ ６ ２ ０ ４６件
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　　　〈薬師町住宅〉
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

実報（時間内） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０件

実報（時間外） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０件

誤報（時間内） １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ６件

誤報（時間外） ２ １ ４ ２ １ ２ ０ ３ ０ ０ ０ ２ １７件

計 ３ ２ ５ ２ １ ２ ０ ３ ０ １ １ ３ ２３件

　　　エ　一時的家事援助
　　　　〈銅町住宅〉
　　　　　蛍光灯等の交換、家電の組み立て　他
　　　　〈薬師町住宅〉
　　　　　蛍光灯等の交換、調査書類等の記入支援　他
　　　オ　関係機関との連携
　　　　�　毎月、市長寿支援課には入退院等の状況を報告し、生活状況や介護状況の悪化など困

難なケースが発生した場合は、連携を図り対応した。
　　　〈銅町住宅〉

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

包括支援センター ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ２件

サービス業者 １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ３件

地域関係者 １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２件

長寿支援課 １ ０ ０ ０ ２ ０ １ ０ ０ ０ ２ ６件

住宅管理センター ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １件

そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０件

計 ３ ０ ０ １ ４ ０ ２ ０ １ ０ ３ ０ １４件

　　　〈薬師町住宅〉
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

包括支援センター ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １件

サービス業者 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １件

地域関係者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０件

長寿支援課 ０ １ ０ ３ １ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ７件

住宅管理センター ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０件

そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０件

計 ０ １ ０ ４ ２ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ９件

　


